
近
世
村
落
に
つ
い
て
の
覚
書

渡
　
辺
　
尚
　
志

　
本
稿
は
、
信
濃
国
諏
訪
郡
境
筋
（
現
在
の
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
域
）
の
村
々
を
対
象
に
、
近
世
村
落
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
問

題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
は
、
事
実
の
列
挙
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
論
文
と
呼
ぶ
に
は
ほ
ど
遠
い

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
し
て
お
き
た
い
。

近世村落についての覚書

1

火
災
の
際
の
相
互
扶
助

　
本
章
で
は
、
火
災
へ
の
対
応
を
取
り
上
げ
て
、
近
世
の
村
が
村
人
の
生
活
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
一
八
〇
一
（
享
和
元
）
年
の
乙
事
村
の
「
火
之
用
心
井
盗
人
奢
者
防
帳
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
ず
、
惣
肝
煎
が
四
人
置
か
れ
、

燈
灯
・
纏
を
二
人
ず
つ
が
持
つ
。
他
の
村
民
は
九
組
に
分
か
れ
る
。
各
組
の
人
数
は
九
人
ず
つ
で
、
各
組
に
飛
（
鳶
）
頭
が
置
か
れ
る
。

う
ち
五
組
は
団
扇
一
本
．
柄
杓
三
本
を
持
ち
、
二
組
は
柄
杓
三
本
・
纏
一
本
・
梯
子
一
本
を
持
ち
、
二
組
は
団
扇
一
本
・
柄
杓
三
本
・
梯
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表1現富士見町域の村々の村高の変遷　　　　（単位1石）

　　年代
名

天正18年
1590）

慶長18年
1613）

正保4年
1647）

元禄15年
1702）

享保18年
1733）

天保5年
1834）

明治初年
1868頃）

御射山神戸村 （114） 114 312，419 164 364，547 245，213 332．3197

栗生新田 79，037 61，913 9L735 9L6672

松目新田 27，145 27．1457 36，638 36．6382

大平新田 33，698 28．6463 3L496 3L4964

若宮新田 87，582 87．9668 134，439 134．7253

木之間村 （750．2） 150，042 150，400 143，558 132．4021 212，063 205．8608

横吹新田 16，142 16，663 26，138 28．8686

芋之木新田 18，315 82．0383 138，615 140．1961

花場新田 9，797 9．7973 16，765 16，765

休　戸　村 6，481 45．4851 33，731 33．7913

瀬　沢　村 （109．2） 105．2 430，806 105．2 223．3717 197，963 258．9797

先　能　村 10．1284

木戸口新田 7，258 11，572 20，188 20．4972

机　　　村 （73） 71．1 73 70．1 140．1492 213，375 222．2874

平　岡　村 （2689） 27．36 27，259 27．36 59．7675 74，074 79，701

神　代　村 （15） 15 15，005 15 24．8097 24，383 25．7103

鳥帽子新田 25，063 23．0527 30，628 3L869

上蔦木村 （180） 180．6 176．1 180．6 263，571 297，683 326，862

下蔦木村
（179．37） 179，374 179，374 179，374 148．0976 186，642 188．3314

瀬沢新田 250，620 202．8027 308，504 320，847

立沢新田 340，530 55L621 415．8507 593．89 632．0603

稗　底　村 （36．03） 36．03 36．03 36．03

乙　事　村 （113．6） 60．5 113．6 140．5 367．1606 390，668 653．1466

小六新田 79，483 90．7033 173，667 177．5088

高　森　村 （84．7） 84．7 84，697 84．7 87．1341 9L753 97．9091

池　袋　村 （190．5） 109．5 109，579 109．5 158．44 179．21 179．4595

田　端　村 （64．58） 64，584 64，585 68，584 58．7829 66，437 71．2194

森　新　田 6，823 6．8237 7，494 7，494

先　達　村 （53。7） 53．7 53．7 53．7 68．4565 78，778 80．6723

小　東　村 （29。47） 29．47 29 29．47 40．8736 50，286 50．2863

葛久保村 （6989） 64，894 64，896 64，894 122．1506 151，691 151，241

円見山村 （89） 89 89．1 89 121．3871 131233 135．5669

『富士見町史上巻』672ページより転載．
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子
一
本
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
村
御
蔵
に
は
、
梯
子
と
天
水
籠
一
五
個
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
火
災
時
に
は
、
孫
左
衛
門
ら
四
人
が
御

蔵
へ
、
太
兵
衛
ら
五
人
が
法
隆
寺
（
乙
事
村
に
あ
る
寺
）
へ
駆
け
付
け
、
ま
た
名
主
の
所
に
あ
る
「
御
帳
面
警
固
」
に
は
一
四
人
の
組
頭

が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
村
内
だ
け
で
な
く
、
近
村
に
火
事
が
あ
っ
た
時
に
も
、
駆
け
付
け
て
消
火
に
当
た
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
御
蔵
・
寺
・
帳
面
の
あ
る
名
主
の
家
の
三
ヵ
所
が
、
火
災
な
ど
の
際
村
全
体
で
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
所

だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
御
蔵
は
消
防
用
具
の
保
管
場
所
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
一
八
二
四
（
文
政
七
）
年

の
「
火
の
用
心
井
盗
人
奢
者
防
帳
」
は
「
名
主
廻
り
」
と
さ
れ
、
1
火
事
の
際
に
は
、
飛
頭
の
宅
に
行
っ
て
道
具
を
持
ち
出
し
、
現
場
へ

駆
け
付
け
る
こ
と
、
2
途
中
で
帰
っ
た
者
に
は
過
怠
を
申
し
付
け
る
（
処
罰
す
る
）
こ
と
、
3
消
火
の
指
揮
は
惣
肝
煎
と
飛
頭
が
行
い
、

古
役
も
助
言
す
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
て
い
6
。
消
火
組
織
は
一
八
〇
一
年
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
道
具
は
、
惣
肝
煎
が
燈
灯
三

丁
、
纏
二
本
、
五
組
が
団
扇
一
本
、
柄
杓
三
本
、
三
組
が
団
扇
一
本
、
柄
杓
三
本
、
梯
子
一
本
、
一
組
は
道
具
の
記
載
無
し
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
名
主
の
近
所
の
者
四
．
五
軒
と
村
役
人
は
、
自
村
や
近
村
で
非
常
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
名
主
の
所
へ
詰
め
る
こ
と
と
さ
れ
、

名
主
宅
の
警
備
体
制
が
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
は
、
名
主
の
所
に
、
飛
水
筒
二
挺
、
天
水
籠
五

つ
、
用
心
柄
杓
五
本
、
大
団
扇
一
本
な
ど
の
消
防
用
具
が
備
え
ら
れ
、
後
に
は
龍
道
水
（
龍
吐
水
）
一
挺
も
備
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

さ
ら
に
、
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
の
乙
事
村
の
「
従
古
来
村
方
仕
来
書
上
帳
」
（
村
役
人
か
ら
藩
へ
提
出
し
た
も
の
）
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。
1
火
災
に
遭
っ
た
者
へ
は
、
村
人
た
ち
が
縄
や
萱
を
持
ち
寄
り
、
世
話
人
を
立
て
て
家
普
請
を
し
て
や
る
。
材
木
が
な
い

者
へ
は
、
郷
林
か
ら
一
一
．
三
本
を
与
え
、
食
料
が
な
い
者
へ
は
郷
籾
（
村
で
凶
作
な
ど
に
備
え
て
備
蓄
し
て
あ
る
籾
）
を
与
え
る
。
灰
竣

い
か
ら
家
普
請
ま
で
、
人
手
が
必
要
な
時
に
は
村
人
た
ち
が
助
け
る
。
2
火
の
番
は
、
普
段
は
村
内
を
四
つ
に
分
け
、
一
組
か
ら
四
人
ず

つ
が
出
て
務
め
る
。
世
の
中
が
騒
が
し
い
時
や
、
風
の
激
し
い
時
に
は
、
村
役
人
・
組
頭
・
火
之
番
頭
も
村
内
を
巡
回
す
る
。
3
村
内
で

193



一橋大学研究年報　社会学研究　35

火
災
が
発
生
し
た
ら
、
村
役
人
は
名
主
の
家
に
詰
め
て
、
帳
面
の
番
を
す
る
。
古
役
の
者
は
、
人
足
を
引
き
連
れ
て
消
火
活
動
に
当
た
る
。

近
村
で
火
事
が
あ
っ
た
時
は
、
村
役
人
は
名
主
宅
に
集
ま
り
、
対
応
を
相
談
す
る
。
4
消
防
要
員
と
し
て
は
、
大
頭
（
肝
煎
）
二
人
、
小

頭
（
飛
頭
・
飛
組
）
九
人
、
組
下
八
一
人
が
定
め
ら
れ
、
消
防
用
具
と
し
て
、
纏
二
本
、
大
提
灯
四
張
、
団
扇
一
〇
本
、
天
水
籠
四
五
個

（
名
主
宅
と
御
蔵
に
あ
る
も
の
を
含
む
）
、
梯
子
九
挺
、
柄
杓
五
〇
本
、
飛
（
鳶
）
口
四
本
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
頭
の
も

と
に
、
小
頭
一
人
、
組
下
九
人
、
合
わ
せ
て
一
〇
人
か
ら
な
る
組
が
九
組
置
か
れ
、
各
組
に
は
団
扇
．
天
水
籠
．
梯
子
．
柄
杓
な
ど
の
消

防
用
具
が
配
備
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
普
段
は
飛
頭
の
家
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
九
〇
人
の
消
防
隊
は
、
纏
を
持
つ
大
頭
や
、
小

頭
の
指
揮
に
従
っ
て
行
動
し
、
古
役
も
助
言
す
る
。
こ
の
九
〇
人
以
外
の
者
も
で
き
る
だ
け
駆
け
付
け
て
消
火
に
当
た
る
。
目
村
．
近
村

と
も
に
火
事
の
情
報
を
聞
き
付
け
次
第
、
組
下
は
飛
頭
宅
に
行
き
、
消
防
用
具
を
運
び
出
す
。
た
だ
し
、
火
災
現
場
へ
到
着
す
る
前
に
火

が
消
え
て
も
、
途
中
で
帰
っ
て
は
な
ら
な
い
。
5
火
事
場
で
格
別
め
ざ
ま
し
い
働
き
が
あ
っ
た
者
は
、
村
の
役
儀
を
適
宜
免
除
す
る
。
逆

に
働
き
の
悪
か
っ
た
者
は
、
罰
と
し
て
御
蔵
番
を
命
じ
る
。
6
盗
賊
や
あ
ぶ
れ
者
の
捕
縛
は
、
九
〇
人
組
が
行
う
。
す
な
わ
ち
、
九
〇
人

組
は
、
火
事
の
時
だ
け
で
な
く
、
広
く
村
内
の
治
安
維
持
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
7
村
内
で
火
事
が
あ
っ
た
際
に
は
、
一
四
人
の

組
頭
が
名
主
の
家
に
詰
め
て
、
火
の
番
に
当
た
る
。
8
御
蔵
の
火
の
番
を
一
〇
人
定
め
て
お
き
、
火
事
の
時
は
御
蔵
に
駆
け
つ
け
、
御
蔵

に
あ
る
消
防
用
具
を
用
い
て
防
火
に
当
た
る
。
ま
た
、
法
隆
寺
の
火
の
番
も
五
人
定
め
て
お
く
。
9
昼
夜
と
も
に
鐘
が
撞
き
鳴
ら
さ
れ
た

ら
、
火
事
か
盗
賊
だ
と
考
え
て
、
早
速
駆
け
つ
け
る
。

　
ち
な
み
に
、
話
が
横
道
に
そ
れ
る
が
、
こ
の
同
じ
史
料
の
中
に
あ
る
次
の
三
項
目
は
興
味
深
い
。
1
甲
斐
国
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
者
の
中

か
ら
二
人
信
頼
で
き
る
者
を
選
ん
で
内
々
言
い
含
め
、
出
稼
ぎ
先
で
の
身
持
ち
の
善
悪
を
ひ
そ
か
に
村
役
人
へ
報
告
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

よ
く
働
い
て
親
へ
の
仕
送
り
を
行
っ
た
者
は
名
主
宅
に
呼
ん
で
褒
美
を
与
え
、
身
持
ち
の
悪
か
っ
た
者
は
叱
っ
た
上
で
出
稼
ぎ
を
禁
止
す

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
乙
事
村
の
年
不
明
「
古
来
β
村
方
仕
来
之
箇
條
」
に
は
、
藩
へ
申
し
上
げ
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
く
と
も
、
親
を
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大
切
に
し
て
い
る
者
へ
は
、
村
か
ら
「
祝
儀
も
の
」
（
褒
美
）
を
与
え
、
少
し
で
も
親
に
逆
ら
っ
た
者
は
厳
し
く
嘗
め
る
、
と
あ
る
。
2

毎
年
八
月
四
日
に
「
御
殿
様
御
武
運
御
長
久
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
3
「
御
蔵
前
二
日
参
毎
朝
弐
人
宛
村
中
廻
り
参
詣
仕
候
筈
」
と
、

毎
朝
御
蔵
へ
の
参
詣
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
同
村
で
実
際
に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
乙
事
村
の
一
八
〇
二
（
享
和

二
）
年
の
「
杢
兵
衛
出
火
之
節
書
留
帳
」
か
ら
は
、
以
下
の
経
過
が
わ
か
る
。
四
月
二
十
六
日
正
午
頃
、
杢
兵
衛
の
家
か
ら
出
火
し
、
一

〇
軒
が
延
焼
し
た
。
そ
の
際
、
近
村
の
人
た
ち
が
駆
け
付
け
て
、
消
火
活
動
に
当
た
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
件
は
内
証
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
乙
事
村
か
ら
近
村
へ
そ
れ
ぞ
れ
口
止
め
の
た
め
に
人
を
派
遣
し
た
。
翌
二
十
七
日
の
灰
俊
い
の
時
に
も
、
瀬
沢
新

田
．
立
沢
．
瀬
沢
．
小
六
新
田
・
先
能
・
花
場
新
田
・
木
之
間
・
机
・
芋
之
木
・
若
宮
新
田
の
一
〇
力
村
か
ら
、
村
役
人
や
人
足
が
手
伝

い
に
来
た
。
ま
た
、
見
舞
い
と
し
て
、
小
六
新
田
か
ら
、
萱
・
藁
・
物
か
ら
類
・
縄
な
ど
が
送
ら
れ
、
村
役
人
の
代
理
と
被
災
者
が
小
六

新
田
へ
礼
に
行
っ
て
い
る
。
村
で
は
、
被
災
者
の
家
新
築
な
ど
の
世
話
を
す
る
た
め
、
世
話
役
八
人
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
村
役
人
・

古
役
．
組
頭
が
郷
林
に
出
向
い
て
木
を
見
立
て
、
被
災
者
一
軒
に
つ
き
二
・
三
本
ず
つ
の
木
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
村
役
人
・
古
役

が
相
談
の
上
、
組
頭
を
通
じ
て
村
人
た
ち
に
、
世
話
役
の
指
図
を
受
け
て
復
興
の
た
め
の
人
足
に
出
る
こ
と
を
申
し
渡
し
、
細
か
い
規
定

を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
出
火
場
所
へ
は
、
一
組
か
ら
二
人
ず
つ
、
合
計
二
八
人
が
夜
番
に
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
火
元
の
杢
兵

衛
は
村
人
全
員
の
家
へ
礼
に
廻
り
、
逆
に
延
焼
し
た
家
々
へ
は
、
村
人
た
ち
が
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
。

　
一
八
一
九
（
文
政
二
）
年
十
二
月
十
七
日
、
乙
事
村
の
市
兵
衛
の
家
か
ら
出
火
し
、
三
軒
が
延
焼
し
た
。
十
九
日
朝
、
村
人
全
員
が
一

軒
一
品
ず
つ
、
見
舞
い
の
品
を
火
災
に
遭
っ
た
四
軒
に
送
っ
た
。
ま
た
、
普
請
の
用
材
と
し
て
、
郷
林
か
ら
一
軒
に
三
本
ず
つ
が
支
給
さ

れ
た
。
普
請
の
際
人
足
が
必
要
な
場
合
は
、
村
で
選
ん
だ
世
話
役
が
村
人
の
中
か
ら
指
名
す
る
。
一
軒
か
ら
一
人
が
四
日
ず
つ
出
る
こ
と

と
さ
れ
、
出
勤
日
数
が
四
日
に
満
た
な
い
家
は
、
他
の
村
人
足
役
を
務
め
る
こ
と
で
相
殺
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
村
人
の
義
務
と
し
て
の
出
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勤
の
他
に
、
一
類
や
隣
家
の
者
な
ど
六
一
人
が
自
発
的
に
人
足
に
出
て
い
る
。
瀬
沢
新
田
・
立
沢
・
小
六
新
田
と
乙
事
村
の
法
隆
寺
か
ら

縄
・
萱
・
塩
が
見
舞
い
と
し
て
送
ら
れ
、
組
頭
と
火
災
に
遭
っ
た
当
人
が
礼
に
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
村
内
の
一
四
組
二
一
四
人
か
ら
、

縄
・
萱
・
藁
・
粟
が
ら
・
苧
が
ら
・
麻
が
ら
・
稗
が
ら
・
干
し
草
・
杭
・
松
材
な
ど
が
拠
出
さ
れ
、
四
軒
に
分
配
さ
れ
た
。

　
一
八
二
九
（
文
政
十
二
）
年
六
月
二
十
一
日
午
前
六
時
頃
、
乙
事
村
の
嘉
左
衛
門
宅
か
ら
出
火
、
平
内
．
四
郎
左
衛
門
の
両
家
も
延
焼

し
た
が
、
人
馬
に
被
害
は
な
か
っ
た
。
嘉
左
衛
門
は
た
だ
ち
に
上
蔦
木
宿
の
三
光
寺
へ
入
寺
。
村
役
人
の
十
左
衛
門
と
古
役
弥
吉
が
後
か

ら
三
光
寺
に
行
っ
て
事
情
を
説
明
し
、
こ
の
件
は
藩
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
三
光
寺
の
僧
に
も
同
行
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
藩
の
郡
方
役
人
が
上
蔦
木
宿
に
来
て
い
た
が
、
そ
こ
へ
も
村
役
人
と
三
光
寺
住
職
が
一
緒
に
出
向
い
て
事
情
を
報
告

し
た
。
同
日
、
村
役
人
甚
蔵
と
古
役
染
右
衛
門
が
三
光
寺
の
僧
と
同
道
し
て
高
島
藩
の
城
が
あ
る
上
諏
訪
に
行
き
、
藩
に
出
火
の
報
告
。

村
か
ら
は
、
焼
失
し
た
三
軒
に
対
し
て
、
一
軒
に
つ
き
三
本
ず
つ
の
材
木
を
、
普
請
の
際
に
村
持
林
か
ら
渡
す
こ
と
に
し
た
。
瀬
沢
新

田
・
瀬
沢
村
・
小
六
新
田
・
高
森
村
か
ら
は
、
灰
俊
い
の
た
め
、
一
村
に
つ
き
村
役
人
一
人
、
人
足
四
人
ず
つ
が
乙
事
村
に
来
た
。
立
沢

村
・
机
村
・
横
吹
新
田
・
烏
帽
子
新
田
か
ら
は
、
村
役
人
二
人
ず
つ
が
乙
事
村
の
村
役
人
の
と
こ
ろ
へ
見
舞
い
に
来
た
。
ま
た
、
池
之
袋

村
・
芋
之
木
村
か
ら
も
人
が
来
た
。
瀬
沢
新
田
か
ら
は
縄
三
把
、
小
六
新
田
か
ら
は
縄
三
把
、
萱
三
駄
、
立
沢
村
か
ら
は
縄
三
把
が
見
舞

い
と
し
て
渡
さ
れ
た
。
二
十
六
日
に
三
光
寺
か
ら
、
嘉
左
衛
門
入
寺
の
件
で
藩
か
ら
御
免
状
（
罪
を
赦
す
旨
の
書
付
）
が
来
た
の
で
、
当

寺
か
ら
も
僧
を
上
諏
訪
に
派
遣
す
る
旨
連
絡
が
あ
っ
た
。
翌
二
十
七
日
、
三
光
寺
の
僧
・
村
役
人
安
左
衛
門
．
嘉
左
衛
門
が
上
諏
訪
で
落

ち
合
っ
て
、
藩
の
勝
手
方
役
所
へ
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
藩
か
ら
嘉
左
衛
門
を
赦
免
す
る
旨
の
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
。
村
か
ら
は
藩
役
人
へ

礼
物
の
す
る
め
を
贈
り
、
二
十
八
日
に
は
三
光
寺
へ
も
礼
に
行
っ
て
い
る
。
二
十
八
日
の
朝
飯
前
に
は
、
下
村
（
乙
事
村
内
の
小
集
落
）

の
人
々
が
出
て
嘉
左
衛
門
方
の
灰
竣
い
を
し
、
嘉
左
衛
門
は
村
役
人
・
古
役
・
組
頭
・
村
中
の
家
を
礼
に
廻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

間
の
村
役
人
や
三
光
寺
の
僧
の
城
下
へ
の
旅
費
（
宿
泊
費
・
食
費
・
日
当
・
道
中
の
蝋
燭
代
な
ど
）
、
藩
役
人
へ
の
す
る
め
代
な
ど
は
全
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て
嘉
左
衛
門
が
支
払
っ
て
い
る
。
以
上
の
経
過
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
1
村
で
火
災
が
あ
っ
た
際
は
、
下
村
の
人
々
が
灰
俊
い
を

手
伝
い
、
ま
た
普
請
用
の
材
木
を
村
持
林
か
ら
与
え
る
な
ど
、
村
や
村
内
の
小
集
落
に
よ
る
助
け
合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
2
近
隣
村
々

も
、
灰
竣
い
の
人
足
を
出
し
た
り
、
縄
や
萱
を
見
舞
い
と
し
て
送
っ
た
り
す
る
な
ど
、
復
興
の
協
力
を
し
て
い
る
。
3
こ
う
し
て
、
火
災

か
ら
の
復
興
は
当
事
者
任
せ
で
は
な
く
、
村
内
小
集
落
・
村
・
近
隣
村
々
な
ど
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
力
を
貸
し
て
い
る
。
4

当
人
は
、
寺
に
駆
け
入
る
こ
と
で
火
元
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
関
係
者
に
詫
び
る
意
志
を
示
し
、
寺
が
村
や
藩
に
対
し
て
取
り
な
す
こ
と

で
、
当
人
の
円
滑
な
「
社
会
復
帰
」
を
助
け
て
い
る
。
火
事
を
出
し
た
者
は
、
藩
と
村
の
両
者
か
ら
赦
さ
れ
る
こ
と
で
、
従
来
通
り
の
地

域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
地
位
を
回
復
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
藩
や
村
な
ど
の
世
俗
の
社
会
か
ら
相
対
的
に
離
れ
た
、
し
か
も

社
会
的
に
尊
敬
さ
れ
る
地
位
に
あ
る
寺
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
の
寺
は
、
百
姓
た
ち
の
死
後
の
魂
の
救
済

に
努
め
た
り
、
宗
門
改
め
を
通
じ
て
藩
に
よ
る
人
別
把
握
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
潤
滑
油
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
）
年
正
月
二
十
八
日
、
乙
事
村
松
兵
衛
の
家
か
ら
火
が
出
て
、
六
軒
が
類
焼
し
た
と
き
に
は
、
翌
二
十
九
日
に

村
中
の
家
か
ら
人
が
出
て
灰
俊
い
を
行
っ
た
（
た
だ
し
、
実
際
に
は
灰
竣
い
に
出
な
か
っ
た
者
も
い
た
）
。
さ
ら
に
一
軒
か
ら
二
人
の
人

足
を
出
す
こ
と
と
し
、
被
災
者
で
人
足
が
必
要
な
者
は
世
話
人
に
願
い
出
て
指
図
を
受
け
た
上
で
人
足
を
頼
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
出

た
人
足
の
過
不
足
は
「
汐
番
」
（
用
水
路
の
見
回
り
）
と
相
殺
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
類
や
懇
意
の
者
が
個
人
的
に
頼
ま
れ
て
人
足
に
出
た

場
合
は
、
別
扱
い
と
さ
れ
る
。

　
次
に
、
田
端
村
の
場
合
を
み
よ
う
。
田
端
村
で
は
、
一
八
〇
九
（
文
化
六
）
年
八
月
、
消
防
用
具
と
し
て
、
天
水
桶
一
六
個
、
高
張
提

灯
二
張
、
団
扇
一
〇
本
を
持
え
、
村
内
を
地
理
的
に
四
区
分
し
て
、
八
人
の
組
を
二
つ
、
九
人
の
組
を
二
つ
作
り
、
各
組
の
責
任
者
に
天

水
桶
や
団
扇
を
預
け
て
、
組
単
位
で
消
火
に
当
た
る
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
高
張
提
灯
二
張
は
、
一
つ
を
名
主
が
、
も
う
一
つ
を
弁
蔵
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と
八
右
衛
門
（
い
ず
れ
も
組
の
責
任
者
で
は
な
い
）
が
預
か
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
二
月
十
三
日
、
葛
窪
村
で
七
七
軒
中
六
六
軒
、
円
見
山
村
で
一
〇
軒
中
八
軒
、
計
七
四
軒
が
焼
失
す

る
大
火
災
が
あ
っ
た
。
藩
は
数
年
間
、
年
貢
・
諸
役
を
免
除
。
ま
た
、
一
軒
に
つ
き
松
の
木
一
〇
本
、
七
四
軒
分
七
四
〇
本
を
御
林
か
ら

支
給
し
、
ま
た
扶
持
米
と
し
て
一
軒
に
つ
き
米
二
俵
二
斗
ず
つ
（
一
俵
四
斗
入
）
、
七
四
軒
分
一
八
五
俵
と
、
種
大
豆
一
軒
に
つ
き
二
斗

ず
つ
、
七
四
軒
分
三
七
俵
を
貸
与
し
た
。
ま
た
、
灰
俊
い
人
足
と
し
て
、
上
蔦
木
町
五
人
、
高
森
村
中
、
池
之
袋
村
中
、
田
端
村
中
、
先

達
村
中
、
下
蔦
木
村
五
人
、
木
之
間
村
六
人
、
小
六
新
田
六
人
が
手
伝
い
に
来
た
。
他
に
木
之
間
・
高
森
・
立
沢
各
村
は
縄
な
ど
を
見
舞

い
に
持
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
上
蔦
木
町
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
八
月
二
十
日
夜
、
上
蔦
木
町
次
郎
兵
衛
の
「
馬
屋
」
か
ら
火
が

出
た
。
さ
い
わ
い
、
板
壁
を
少
々
焦
が
し
た
く
ら
い
で
消
し
止
め
た
が
、
次
郎
兵
衛
が
不
審
火
だ
と
思
っ
て
役
人
に
届
け
出
た
た
め
、
騒

ぎ
が
大
き
く
な
っ
た
。
結
局
、
彼
の
家
族
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
わ
か
っ
た
が
、
役
人
た
ち
は
、
彼
に
宿
は
ず
れ
に
移
住
し
て
隠
居
す

る
よ
う
命
じ
た
。
次
郎
兵
衛
は
、
人
を
頼
ん
で
詫
び
を
入
れ
、
伜
に
跡
を
譲
る
こ
と
、
以
後
は
不
寝
番
を
し
て
火
の
用
心
を
怠
ら
な
い
こ

と
、
万
一
ま
た
自
分
の
家
か
ら
出
火
し
て
宿
方
に
迷
惑
を
掛
け
た
場
合
に
は
役
人
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
も
従
う
こ
と
を

約
し
て
、
宿
は
ず
れ
へ
の
移
住
は
免
れ
た
。
上
蔦
木
町
は
、
甲
州
道
中
に
沿
っ
て
家
並
み
が
続
い
て
い
る
た
め
、
一
度
火
が
出
る
と
、
隣

家
へ
の
延
焼
の
危
険
性
は
、
近
隣
の
村
々
に
お
け
る
よ
り
高
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
厳
し
い
対
応
が
と
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
近
隣
の
村
々
に
お
い
て
も
不
注
意
の
失
火
で
他
の
家
に
も
被
害
が
及
ん
だ
場
合
に
は
、
火
元
の
者
に

対
し
て
責
任
追
及
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
八
六
四
（
文
久
四
）
年
二
月
、
蔦
木
宿
で
火
災
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
瀬

沢
村
か
ら
灰
俊
人
足
と
し
て
、
二
月
二
十
一
日
に
二
一
人
、
二
十
四
日
に
二
〇
人
が
出
か
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
村
の
相
互
扶
助
機
能
は
、
火
災
の
よ
う
な
非
常
時
に
限
ら
ず
、
日
常
的
に
発
揮
さ
れ
た
。
教
育
と
医
療
を
例
に
と
っ
て
述
べ
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よ
う
。

　
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
十
一
月
、
瀬
沢
村
の
村
役
人
が
、
藩
に
、
瀬
沢
村
に
は
手
習
い
師
匠
が
い
な
い
た
め
、
甲
斐
国
巨
摩
郡
大
武

川
村
岩
右
衛
門
従
弟
俊
助
を
、
来
年
か
ら
五
年
問
手
習
い
師
匠
と
し
て
当
村
に
住
ま
わ
せ
た
い
の
で
許
可
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
十
一
月
の
松
目
新
田
か
ら
の
書
き
上
げ
に
は
、
同
年
三
月
ま
で
、
名
取
与
兵
衛
（
六
八
歳
）
が

七
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
五
人
を
、
名
取
喜
左
衛
門
（
七
一
歳
）
が
七
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
一
一
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
私
学
教
師
」

（
寺
子
屋
師
匠
）
と
し
て
教
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
六
月
、
高
森
村
で
は
、
自
村
に
医
師
が
い
な
い
た
め
、
急
病
人
が
出
た
よ
う
な
と
き
大
変
困
る
の
で
、
甲
斐

国
巨
摩
郡
天
神
久
保
村
文
之
右
衛
門
伜
前
原
為
三
と
い
う
医
師
を
、
今
年
か
ら
五
年
間
妻
子
と
も
ど
も
村
に
招
き
、
村
人
の
医
療
に
当
た

っ
て
も
ら
お
う
と
思
う
の
で
、
許
可
し
て
ほ
し
い
と
藩
に
願
っ
て
い
る
。
同
年
同
月
、
天
神
久
保
村
の
村
役
人
と
為
三
の
親
・
一
類
が
、

高
森
村
の
村
役
人
に
宛
て
て
、
為
三
の
身
元
を
保
証
す
る
一
札
を
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
十
一
月
に
は
、

高
森
村
か
ら
、
為
三
が
医
師
の
腕
も
良
く
、
実
直
な
性
格
で
、
村
に
も
な
じ
み
、
特
に
老
人
子
供
が
急
病
の
際
な
ど
に
は
大
い
に
助
か
っ

て
い
る
と
し
て
、
さ
ら
に
来
年
か
ら
五
年
間
の
滞
在
期
間
の
延
長
を
、
藩
に
願
っ
て
い
る
。
翌
年
三
月
に
も
、
同
様
の
願
書
が
重
ね
て
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
願
い
は
認
め
ら
れ
、
一
八
二
九
（
文
政
十
二
）
年
に
は
、
為
三
か
ら
藩
に
、
十
月
十
日
に
重
病
の
旅
人
を
診
察
し
薬

を
与
え
た
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
同
月
十
四
日
に
死
亡
し
た
旨
の
届
け
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
正
月
に
、

ま
た
高
森
村
か
ら
、
さ
ら
に
五
年
間
の
在
村
期
間
延
長
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
人
の
教
育
や
医
療
に
つ
い
て
の
要
求
に
応
え
て
、
村
が
寺
子
屋
師
匠
や
医
師
を
村
外
か
ら
招
聰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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2

村
役
人
の
仕
事
と
選
出
方
法

　
本
章
で
は
、
1
で
み
た
よ
う
な
相
互
扶
助
機
能
を
も
つ
村
を
代
表
す
る
村
役
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

職
務
内
容
に
つ
い
て
、
一
八
三
三
（
天
保
四
）
年
に
瀬
沢
村
で
村
役
人
を
務
め
た
坂
本
勝
兵
衛
の
日
記
か
ら
、

し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
村
役
人
の
日
常
の

同
年
四
月
の
活
動
を
抄
出

一
八
三
三
年
四
月
一
日
甲
斐
国
下
笹
尾
村
の
者
と
、
信
濃
国
中
新
田
の
仲
馬
稼
ぎ
の
者
と
が
、
村
内
で
口
論
と
な
り
、
村
役
人
が
間
に

　
入
っ
て
、
夕
飯
後
ま
で
か
か
っ
て
よ
う
や
く
解
決
す
る
。

二
日
　
年
貢
勘
定
な
ど
の
た
め
に
、
村
役
人
が
寄
合
。
夕
飯
後
遅
く
ま
で
か
か
る
。

八
日
　
年
貢
勘
定
な
ど
の
た
め
に
、
村
役
人
が
寄
合
。
夕
飯
後
に
は
、
古
役
・
組
頭
を
も
交
え
て
寄
合
。

九
日
　
晩
、
名
主
宅
で
村
役
人
寄
合
。
そ
の
ま
ま
、
名
主
宅
に
泊
ま
る
。

十
日
　
朝
飯
前
に
、
昨
夜
の
続
き
の
村
役
人
寄
合
。
上
蔦
木
町
で
、
村
々
の
惣
代
に
よ
る
寄
合
が
あ
り
、
年
寄
由
五
郎
が
瀬
沢
村
を
代
表

　
し
て
出
席
。
夕
飯
後
に
村
役
人
寄
合
が
あ
っ
た
が
欠
席
。

十
三
日
　
晩
、
年
貢
勘
定
な
ど
の
た
め
に
、
村
役
人
寄
合
。
一
番
鶏
が
鳴
く
ま
で
（
明
け
方
ま
で
）
色
々
相
談
し
て
、
自
宅
に
帰
る
。

十
四
日
晩
に
村
役
人
寄
合
。

十
五
日
　
こ
の
間
、
寄
合
で
作
成
し
て
き
た
年
貢
関
係
帳
簿
を
藩
に
提
出
。
村
人
に
高
島
城
下
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
。

十
六
日
　
昼
に
、
上
蔦
木
町
で
村
々
の
惣
代
の
寄
合
が
あ
る
と
の
急
な
知
ら
せ
が
あ
り
、
名
主
が
出
席
。
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十
七
日
山
で
、
昨
日
の
寄
合
の
内
容
に
つ
い
て
、
名
主
か
ら
話
を
聞
く
。

十
八
日
　
畑
か
ら
田
へ
地
目
変
換
し
た
土
地
の
調
査
の
た
め
に
来
村
し
た
藩
役
人
の
出
迎
え
に
行
く
。
晩
に
、
名
主
宅
で
村
役
人
寄
合
。

十
九
日
　
夕
方
、
名
主
が
自
宅
に
来
て
、
話
し
合
う
。
夜
、
若
宮
新
田
で
の
村
々
の
寄
合
に
、
瀬
沢
村
か
ら
も
二
人
が
出
席
。

二
十
日
　
昼
か
ら
、
名
主
宅
に
行
き
話
し
合
う
。
そ
れ
か
ら
、
釜
無
山
入
会
の
件
で
、
木
之
間
村
ま
で
行
く
。

二
十
一
日
　
昼
間
は
、
釜
無
山
で
の
草
刈
開
始
日
限
が
近
づ
い
た
の
で
、
村
人
た
ち
が
山
へ
通
じ
る
道
の
修
復
作
業
を
し
た
。
坂
本
勝
兵

　
衛
は
、
村
役
人
と
し
て
人
足
を
指
揮
。
夕
飯
後
、
名
主
宅
に
行
き
、
入
会
方
法
に
つ
い
て
相
談
。
そ
の
結
果
を
、
村
中
に
知
ら
せ
る
。

二
十
五
日
　
晩
に
、
村
役
人
・
組
頭
が
、
田
植
え
の
こ
と
な
ど
を
相
談
す
る
。

二
十
六
日
　
晩
に
、
名
主
宅
で
寄
合
。
終
わ
っ
て
帰
宅
し
た
が
、
夜
明
け
前
に
、
「
歩
き
」
（
村
の
連
絡
係
）
が
呼
び
に
来
て
、
ま
た
名
主

　
宅
に
行
く
。
上
蔦
木
町
か
ら
助
郷
人
馬
を
差
し
出
す
よ
う
通
知
が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
協
議
。

二
十
八
日
　
朝
、
「
歩
き
」
か
ら
の
連
絡
で
名
主
宅
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
相
談
す
る
。

近世村落にっいての覚書

　
以
上
か
ら
、
総
じ
て
村
役
人
は
非
常
に
多
忙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ
て
、
御
蔵
に
納
め
ら
れ
た
村
の
書
類
が
た
び
た
び
調
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
1
一
八
三
三
年
八
月
二
十
一
日
夜
、
村
役
人
・
古
役
・
組
頭
の
寄
合
で
、
当
年
の
不
作
に
関
連
し
て
、
以
前
の

帳
面
を
調
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
御
蔵
の
中
を
探
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
2
同
年
九
月
十
六
日
に
は
、
藩
の
役
人
か
ら
、

村
内
の
漆
林
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
村
役
人
が
御
蔵
で
関
係
書
物
を
調
査
し
た
。
3
同
年
十
一
月
十
五
日
、
藩
か
ら
の
命
令
を
受

け
て
、
村
役
人
．
組
頭
．
古
役
が
寄
り
合
い
、
以
前
の
不
作
の
際
の
書
物
を
御
蔵
か
ら
持
ち
出
す
。
4
同
月
二
十
三
日
、
村
役
人
が
御
蔵

へ
行
き
、
当
年
の
不
作
に
関
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
「
前
之
酉
戌
両
年
」
（
一
八
二
五
・
二
六
年
の
こ
と
か
）
の
書
物
を
探
す
。
一
部
見
当
た
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ら
な
い
物
も
あ
っ
た
が
、
各
種
の
帳
面
を
持
ち
出
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
相
談
す
る
。

　
そ
し
て
、
一
八
三
三
年
十
一
月
晦
日
、
か
ね
て
繰
り
返
し
催
促
し
て
い
た
坂
本
勝
兵
衛
の
退
役
が
、
よ
う
や
く
藩
か
ら
認
め
ら
れ
た
。

十
二
月
二
日
、
寺
（
瀬
沢
村
の
養
福
院
か
）
で
跡
役
の
入
札
。
終
了
後
、
投
票
用
紙
は
代
官
に
提
出
さ
れ
、
同
月
六
日
、
代
官
か
ら
、
勝

兵
衛
の
跡
役
を
忠
七
に
す
る
旨
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
次
に
、
他
村
の
事
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
よ
う
。
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
十
二
月
、
松
目
新
田
の
名
主
文
右
衛
門
と
年
寄
治
郎
兵
衛
は
、

藩
に
、
自
ら
の
退
役
の
許
可
と
、
後
任
と
し
て
名
主
は
定
平
を
、
年
寄
は
瀧
右
衛
門
を
任
命
し
て
ほ
し
い
旨
を
願
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
承

認
さ
れ
た
。
一
八
六
四
年
十
二
月
・
一
八
六
六
年
に
も
同
様
の
一
札
が
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、
村
役

人
の
任
免
権
は
藩
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
七
五
六
（
宝
暦
六
）
年
に
は
、
瀬
沢
村
の
村
役
人
が
、
藩
に
、
瀬
沢
村
が
城
下
か
ら
遠
い
こ
と
、
同
村
が
近
隣
村
々
の
結
節
点
で
あ

る
た
め
御
用
が
多
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
従
来
の
肝
煎
給
米
一
石
五
升
九
合
六
勺
（
二
人
分
）
で
は
少
な
す
ぎ
て
名
主
役
が
務
め
ら
れ

な
い
と
し
て
、
肝
煎
給
の
増
額
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
肝
煎
給
は
、
瀬
沢
村
の
納
め
る
年
貢
の
う
ち
か
ら
引
か
れ
る
か
た
ち
で
支
給
さ

れ
て
い
る
。
同
村
で
は
、
村
役
人
は
、
多
忙
な
割
に
給
料
の
少
な
い
、
割
に
合
わ
な
い
職
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
乙
事
村
で
は
、
一
八
〇
二
（
享
和
二
）
年
十
二
月
、
藩
か
ら
次
の
よ
う
な
入
札
仕
様
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
投
票
用
紙
は
、
半
紙
を
一

二
等
分
し
た
も
の
を
、
縦
長
に
用
い
る
。
有
権
者
は
、
一
四
組
あ
る
五
人
組
か
ら
五
人
ず
つ
、
計
七
〇
人
で
あ
る
。
投
票
用
紙
の
右
上
に
、

改
選
さ
れ
る
者
以
外
の
五
人
の
村
役
人
が
印
を
押
し
、
名
主
入
札
ま
た
は
年
寄
入
札
と
上
部
に
書
く
。
用
紙
下
部
に
、
組
頭
が
「
入
主

誰
」
と
五
人
の
投
票
者
の
名
前
を
五
枚
の
投
票
用
紙
に
一
人
ず
つ
書
き
、
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
捺
印
す
る
。
そ
し
て
、
上
部
に
投
票
す
る
相

手
の
名
前
を
書
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
記
名
投
票
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
こ
う
し
た
投
票
形
式
が
藩
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
点
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
投
票
形
式
は
、
以
後
も
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
一
七
六
〇
（
宝
暦
十
）
年
の
「
役
人
入
札
印
形
帳
」
に
は
、
一
六
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六
人
が
捺
印
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
ほ
ぼ
全
村
民
が
投
票
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
の
「
役
人
入

札
印
形
帳
」
で
は
各
五
人
組
か
ら
五
人
ず
つ
、
計
七
〇
人
の
投
票
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
投
票
形
式
が
変
化
し
、
投
票
者
が
減
少
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
般
村
民
の
投
票
か
ら
の
排
除
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
隣
村
立
沢
村
で
は
、
全
員
で
の
投
票
は
多
人

数
ゆ
え
に
混
雑
す
る
の
で
、
五
人
組
の
代
表
に
よ
る
投
票
に
改
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
た
。
乙
事
村
で
も
事
情
は
同
様
だ
っ
た
と

す
る
と
、
投
票
者
数
の
減
少
は
ス
ム
ー
ズ
な
投
票
を
実
現
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
一

八
〇
三
（
享
和
三
）
年
九
月
二
十
八
日
の
「
役
人
入
札
印
形
帳
」
は
、
｝
八
〇
五
（
文
化
二
）
年
正
月
二
十
日
の
入
札
ま
で
使
用
さ
れ
た

が
、
七
〇
名
の
う
ち
三
四
名
の
上
に
紙
が
貼
ら
れ
て
名
前
が
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
に
は
、
同
一
人
物
の
改
名
や
、
相
続
に
よ
る

当
主
名
の
変
動
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
か
な
り
の
割
合
で
投
票
者
が
交
代
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
有
権
者
が
一
部
の
者
に
独
占
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
七
〇
人
が
投
票
す
る
と
き
、
他
の
者
の
意
見
を
聞
い
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
一
八
O
O
（
寛
政
十
二
）
年
に
机
村
か
ら
藩
に
書
き
上
げ
た
一
札
に
は
、
名
主
の
任
期
は
八
月
一
日
か
ら
一
年
間
で
あ
る
こ
と
、
年
寄

に
は
任
期
が
な
い
こ
と
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
の
机
村
の
入
札
用
紙
は
、
縦
長
の
小
紙
片
で
あ
り
、
全
部
で
一

七
枚
あ
る
。
上
部
に
は
、
村
役
人
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
す
べ
て
同
一
の
印
が
押
さ
れ
、
下
方
に
は
一
か
ら
一
七
ま
で
の
通
し
番
号
が
書

か
れ
て
い
る
。
投
票
者
の
記
名
は
な
く
、
無
記
名
投
票
で
あ
っ
た
。
名
前
を
書
か
れ
た
者
を
み
る
と
、
幸
左
衛
門
が
九
票
、
清
七
が
五
票
、

重
兵
衛
が
二
票
、
又
右
衛
門
が
一
票
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
机
村
の
家
数
は
、
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
は
一
般
百
姓
五
一
軒
、
他

に
村
役
人
四
人
、
惣
代
四
人
、
計
五
九
軒
、
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
に
は
四
七
軒
、
一
八
三
〇
（
文
政
十
三
）
年
に
は
六
二
軒
で
あ

っ
た
。

　
木
之
間
村
で
は
、
村
役
人
の
任
期
は
、
一
八
三
〇
（
文
政
十
三
）
年
ま
で
は
名
主
・
年
寄
と
も
五
年
だ
っ
た
が
、
同
年
村
中
一
同
相
談
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の
上
、
名
主
は
二
年
、
年
寄
は
三
年
に
し
て
ほ
し
い
と
藩
に
願
っ
て
い
る
。
結
果
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
か
ら
も
村
役
人
の
任
期
は
形
式
的

に
は
藩
が
決
定
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
、
木
之
間
村
で
村
方
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
騒
動
は
、
大
前
（
村
役
人
に
就
任
す
る
こ
と
の
で
き
る

家
柄
の
者
）
と
小
前
（
大
前
以
外
の
者
）
と
の
間
で
争
わ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
争
点
の
一
つ
が
村
役
人
の
選
出
方
法
を
め
ぐ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
小
前
側
は
、
こ
れ
ま
で
大
前
が
独
占
し
て
き
た
村
役
人
の
被
選
挙
権
を
小
前
に
も
解
放
せ
よ
と
要
求
し
、
こ
れ
に
対
し
て
大
前

は
、
自
分
た
ち
が
小
前
よ
り
も
村
の
諸
経
費
を
余
分
に
負
担
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
小
前
の
要
求
を
拒
否
し
て
い
る
。
藩
の
役
人
は
、

大
前
側
を
支
持
す
る
が
、
そ
の
論
理
で
特
徴
的
な
の
は
、
大
前
小
前
の
別
を
経
済
力
の
大
小
で
は
な
く
、
旧
来
か
ら
の
由
緒
に
求
め
て
い

る
こ
と
、
し
か
し
、
大
前
小
前
の
別
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
小
前
で
あ
っ
て
も
藩
へ
の
献
金
に
よ
っ
て
大
前
の
家
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
藩
へ
の
献
金
を
從
心
態
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
名
主
二
人
．
年
寄
三
人
の
村
役
人

定
員
の
う
ち
、
名
主
二
人
・
年
寄
二
人
は
こ
れ
ま
で
通
り
大
前
の
中
か
ら
選
出
し
、
年
寄
一
人
は
小
前
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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3

二
つ
の
名
前
を
も
つ
村
－
－
村
の
虚
構
性

　
本
章
で
は
、
1
で
み
た
よ
う
に
村
が
相
互
扶
助
機
能
を
担
い
つ
つ
も
、
第
一
義
的
に
は
領
主
の
設
定
し
た
支
配
単
位
で
あ
り
、
そ
の
た

め
村
人
の
生
産
や
生
活
の
実
態
と
の
間
に
ず
れ
を
生
じ
、
虚
構
性
を
含
む
も
の
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
、
木
戸
口
新
田
と
先
能
村
と

い
う
二
つ
の
名
前
を
も
つ
村
の
事
例
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

　
木
戸
口
新
田
は
、
一
六
四
五
（
正
保
二
）
年
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
幕
末
ま
で
藩
か
ら
は
独
立
の
新
田
村
と
し
て
扱
わ

れ
、
石
高
も
徐
々
に
増
加
す
る
が
、
実
際
は
、
近
世
の
早
い
時
期
に
先
能
村
と
合
併
し
、
村
政
諸
事
務
は
先
能
村
が
代
行
し
て
い
た
の
で
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あ
る
。
先
能
村
は
、
木
戸
口
新
田
に
隣
接
し
た
地
に
あ
り
、
一
六
二
〇
（
元
和
六
）
年
に
開
か
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
村
役
人
を
置
き
、

独
自
の
村
政
を
行
っ
て
い
た
が
、
正
式
に
一
村
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
瀬
沢
村
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

藩
へ
の
文
書
を
は
じ
め
と
し
た
諸
文
書
で
は
、
先
能
村
を
名
乗
る
こ
と
も
ま
ま
あ
り
、
地
域
社
会
で
は
も
ち
ろ
ん
、
藩
に
も
そ
の
存
在
は
、

事
実
上
認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
質
的
に
合
併
し
た
後
は
、
先
能
村
の
村
役
人
が
、
木
戸
口
新
田
の
村
役
人
を
兼
ね
る

か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。

　
幕
府
と
の
関
係
で
は
、
一
七
五
八
（
宝
暦
八
）
年
に
蔦
木
宿
助
郷
村
々
が
幕
府
に
出
し
た
請
書
に
木
戸
口
村
と
し
て
名
を
連
ね
、
ま
た

一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
に
上
蔦
木
宿
助
郷
村
々
が
幕
府
道
中
奉
行
所
に
差
し
出
し
た
起
請
文
に
も
木
戸
口
村
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
、
木
戸
口
村
が
公
式
の
村
名
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
七
八
三
（
天
明
三
）
年
に
は
、
先
能
村
分
の
田
二
石
四
斗
六
升
五
合
三
勺
、
畑
三
石
七
斗
八
升
二
合
五
勺
、
計
六
石
二
斗
四
升
七
合

八
勺
、
木
戸
口
新
田
分
の
田
一
石
五
斗
七
升
六
合
一
勺
、
畑
一
四
石
八
斗
四
合
一
勺
、
計
一
六
石
三
斗
八
升
二
勺
、
両
村
の
田
高
合
計
四

石
四
升
一
合
四
勺
、
畑
高
合
計
一
八
石
五
斗
八
升
六
合
六
勺
、
田
畑
総
計
二
二
石
六
斗
二
升
八
合
で
あ
り
、
内
四
石
八
升
二
合
は
古
証
文

に
よ
っ
て
「
御
許
高
」
（
藩
か
ら
の
役
儀
を
免
除
さ
れ
た
高
）
と
な
っ
て
お
り
、
残
る
一
八
石
五
斗
四
升
六
合
が
藩
か
ら
の
役
儀
を
賦
課

さ
れ
る
「
御
役
儀
高
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
家
数
は
一
八
軒
、
馬
数
九
匹
、
一
七
八
五
（
天
明
五
）
年
の
人
口
六
九
人
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
時
点
で
、
先
能
村
と
木
戸
口
新
田
は
村
名
を
併
記
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
役
人
は
両
村
共
通
で
名
主
・

年
寄
各
一
名
で
あ
り
、
ま
た
家
数
・
人
口
・
馬
数
は
両
村
の
合
計
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
耕
地
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
分
が
別
々
に
記

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
は
土
地
の
面
で
は
区
別
が
あ
り
な
が
ら
、
人
の
面
で
は
一
体
化
し
て
い
る
と
い
う
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
が
、
諏
訪
社
の
御
頭
（
高
島
藩
領
の
村
々
を
氏
子
村
と
す
る
諏
訪
社
の
祭
礼
へ
の
奉
仕
）
の
務
め
方
を
め
ぐ
っ
て
問
題
化
し
た
。

も
と
も
と
、
木
戸
口
新
田
は
小
さ
い
村
な
の
で
、
御
頭
の
際
に
は
諸
道
具
の
み
負
担
し
、
諸
入
用
は
免
除
さ
れ
て
お
り
、
一
八
二
　
（
文
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化
八
）
年
の
藩
の
草
高
調
査
の
際
に
、
木
戸
□
新
田
で
は
、
入
用
を
賦
課
さ
れ
る
高
は
五
石
九
斗
余
で
あ
る
と
申
告
し
た
。
こ
れ
が
一
八

四
四
（
天
保
十
五
）
年
に
、
二
一
二
石
余
の
草
高
を
五
石
九
斗
余
と
過
少
申
告
し
て
、
新
た
に
賦
課
さ
れ
る
諸
入
用
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

と
し
た
と
し
て
問
題
化
し
た
。
し
か
し
、
先
能
村
は
、
一
六
四
七
（
正
保
四
）
年
に
同
村
を
開
い
た
茂
兵
衛
が
諸
役
免
除
の
証
文
を
藩
か

ら
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
（
先
の
記
述
と
は
矛
盾
す
る
が
）
、
先
能
村
の
主
張
に
も
根
拠
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
一
八

四
四
年
に
は
、
木
戸
口
新
田
と
し
て
で
は
な
く
、
先
能
村
と
し
て
、
御
頭
役
を
務
め
た
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
新
規
の
主
張
に
対
し
て
、

御
頭
組
合
に
お
け
る
親
村
木
之
間
村
を
は
じ
め
組
合
村
々
が
反
発
し
、
一
八
四
四
年
七
月
、
藩
に
訴
え
た
が
、
結
局
こ
の
年
は
五
石
九
斗

余
で
入
用
を
負
担
し
た
。

　
こ
れ
以
前
の
一
八
二
七
（
文
政
十
）
年
に
も
、
先
能
村
と
、
木
之
間
村
を
は
じ
め
と
す
る
御
頭
組
合
村
々
と
の
間
で
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
も
よ
う
で
、
同
年
三
月
、
先
能
村
・
木
戸
口
新
田
（
両
村
名
が
並
記
さ
れ
て
い
る
）
名
主
・
年
寄
各
一
名
か
ら
「
八
ケ
村
御

役
人
衆
中
」
（
八
力
村
と
は
木
之
間
・
大
平
・
松
目
・
若
宮
・
芋
之
木
・
横
吹
・
休
戸
・
花
場
の
各
村
で
あ
ろ
う
）
に
宛
て
て
、
自
ら
の

心
得
違
い
を
詫
び
、
以
後
御
頭
御
用
に
つ
い
て
は
万
事
仕
来
り
通
り
に
務
め
る
旨
の
一
札
を
差
し
出
し
て
い
る
。

　
一
八
四
四
年
の
問
題
は
未
決
着
の
ま
ま
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
の
御
頭
の
際
に
再
燃
し
、
結
局
、
先
能
村
．
木
戸
口
新
田
両
村
高

合
わ
せ
て
二
九
石
九
斗
八
升
余
で
御
頭
入
用
を
負
担
す
る
こ
と
、
村
名
に
つ
い
て
は
先
能
村
・
木
戸
口
新
田
を
並
記
す
る
こ
と
、
で
決
着

し
た
。

　
先
能
村
・
木
戸
口
新
田
で
は
、
自
ら
の
村
名
を
、
幕
府
に
届
け
出
、
ま
た
御
頭
組
合
内
部
で
も
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
木
戸
口
新
田
（
木

戸
口
村
）
で
は
な
く
、
先
能
村
だ
と
主
張
し
た
の
だ
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
歴
史
の
浅
さ
を
示
す
新
田
の
語
を
嫌
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
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4

村
の
中
の
村
－
：
村
請
制
村
と
村
落
共
同
体

近世村落にっいての覚書

　
本
章
で
は
、
立
沢
村
の
中
の
二
つ
の
小
集
落
で
あ
る
本
村
と
羽
場
の
争
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
立
沢
村
で
は
、
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
か
ら
一
八
二
八
（
文
政
十
一
）
年
に
か
け
て
、
村
内
の
本
村
五
組
（
中
村
組
・
中
下
組
・
焼

路
野
組
．
大
下
組
．
東
組
）
と
羽
場
の
二
組
（
羽
場
上
組
・
羽
場
下
組
）
と
の
間
で
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
八
二
六
年
二
月
の
訴
状

に
み
ら
れ
る
、
羽
場
二
組
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
羽
場
二
組
の
村
人
の
中
に
他
村
か
ら
来
た
者
は
一
人
も
な
く
、
昔
か
ら
村
内
に

住
ん
で
他
五
組
の
者
と
分
け
隔
て
な
く
暮
ら
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
組
頭
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
七
組
か
ら
一
二
人
が
出
て
、
仲
良
く

務
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
本
村
五
組
の
者
が
、
羽
場
二
組
の
者
に
不
公
平
な
扱
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
検
地
の

際
に
、
羽
場
組
の
者
が
土
地
の
測
量
を
行
っ
て
も
、
領
主
に
差
し
出
す
帳
面
に
は
そ
の
名
を
載
せ
ず
、
代
わ
り
に
本
村
の
古
役
の
名
を
記

載
し
た
。
ま
た
、
五
組
の
者
が
農
業
や
山
稼
ぎ
に
出
か
け
る
際
、
馬
に
乗
っ
て
通
っ
て
も
何
も
言
わ
れ
な
い
の
に
、
羽
場
二
組
の
者
が
同

じ
事
を
す
る
と
、
村
役
人
ら
か
ら
替
め
ら
れ
、
謝
罪
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
差
別
待
遇
は
、
羽
場
二
組
か
ら
村
役
人
（
名
主
・
年
寄
）

が
出
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
以
後
は
、
羽
場
二
組
の
者
に
も
入
札
に
よ
っ
て
村
役
人
を
務
め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
村
役
人
ら
に

掛
け
合
っ
た
が
、
了
承
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
藩
か
ら
村
役
人
に
言
い
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
藩
か
ら
言
わ
れ
て
も
な
お
納
得
し
な
い
な

ら
、
羽
場
二
組
を
立
沢
村
か
ら
分
村
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
月
、
本
村
五
組
の
村
役
人
・
古
役
・
組
頭
・
惣
代
か
ら
反
論
書
が
藩
に
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
羽
場
組
は
、
本

村
の
人
口
が
増
加
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
が
羽
場
に
家
を
作
っ
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
近
年
家
数
が
増
え
た

と
い
っ
て
も
、
羽
場
組
か
ら
村
役
人
を
出
す
こ
と
に
は
反
対
で
あ
り
、
分
村
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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翌
一
八
二
七
（
文
政
十
）
年
二
月
、
羽
場
組
惣
代
五
名
か
ら
藩
へ
追
訴
状
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
昨
年
暮
れ
の
村
入
用
の
勘
定
の

際
に
も
、
名
主
が
羽
場
組
に
不
当
に
多
く
の
額
を
割
り
か
け
た
が
、
こ
れ
も
羽
場
組
か
ら
村
役
人
が
出
て
い
な
い
故
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
本
村
・
羽
場
組
の
老
人
た
ち
や
三
光
寺
の
和
尚
が
仲
裁
に
入
っ
て
、
一
八
二
七
年
三
月
内
済
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
以
後
、
名
主
・
年
寄
の
入
札
で
羽
場
組
の
者
が
高
得
票
を
得
た
な
ら
ば
、
本
村
の
者
同
様
名
主
．
年
寄
に
就
任
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
内
済
の
時
の
立
入
人
は
七
人
全
員
が
老
人
で
あ
り
、
う
ち
四
人
は
既
に
子
供
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
一
件
の
入
用
四
両
一
分
二
朱
余
は
、
本
村
と
羽
場
と
で
均
等
割
り
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
出
入
り
は
内
済
後
に
も
一
揉
め
あ
っ
た
よ
う
で
、
村
役
人
・
村
惣
代
と
、
二
八
人
の
村
人
と
の
間
で
「
羽
場
組
と
役
論
入
用
出

入
」
が
起
こ
り
、
一
七
二
七
年
十
二
月
藩
へ
の
出
訴
と
な
っ
た
が
、
一
八
二
八
年
七
月
内
済
と
な
っ
た
。
こ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の
一
件
の
過
程
で
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
観
音
堂
の
問
題
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
本
村
側
か
ら
は
、
一
八
二
六
年
に
、
こ

の
問
題
を
次
の
よ
う
に
藩
に
訴
え
て
い
る
。
昔
か
ら
立
沢
村
に
は
観
音
堂
が
あ
っ
て
村
全
体
の
も
の
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
先
年
（
一
八
一
〇

年
以
前
）
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
て
い
る
羽
場
組
の
四
郎
兵
衛
の
父
親
の
提
案
で
、
村
内
・
隣
村
か
ら
寄
付
を
集
め
て
田
を
買
っ
て
観
音
堂

付
属
の
土
地
と
し
、
そ
こ
を
小
作
に
出
し
て
小
作
料
を
観
音
堂
の
修
復
経
費
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
四
郎
兵
衛
が
「
田
地
世
話
人
」
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
年
前
に
四
郎
兵
衛
が
病
死
し
た
。
俸
定
五
郎
が
ま
だ
幼
か
っ
た
の
で
、
羽
場
組
の
二
・
三
人
が
そ
こ
に
，
つ
け

込
み
、
四
郎
兵
衛
が
預
か
っ
て
い
た
観
音
堂
付
属
の
田
に
関
す
る
諸
帳
面
を
羽
場
組
に
渡
す
よ
う
強
要
し
た
の
で
、
定
五
郎
は
そ
の
旨
を

村
役
人
に
届
け
出
た
。
本
村
側
か
ら
す
れ
ば
、
観
音
堂
は
村
全
体
の
も
の
で
、
付
属
田
地
の
管
理
も
村
か
ら
四
郎
兵
衛
に
委
託
し
て
い
た

の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
関
す
る
帳
面
も
村
役
人
に
差
し
出
す
の
が
筋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
旨
羽
場
組
に
掛
け
合
っ
た
が
、
羽

場
組
で
は
、
本
村
か
ら
指
図
を
受
け
る
い
わ
れ
は
な
い
な
ど
と
言
っ
て
取
り
合
わ
ず
、
定
五
郎
か
ら
強
引
に
帳
面
を
引
き
取
っ
た
。
し
か
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し
、
こ
れ
は
不
当
で
あ
り
、
田
の
管
理
は
村
役
人
が
行
い
た
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
も
派
生
し
て
い
る
。
以
下
も
、
本
村
側
の
主
張
で
あ
る
。
本
村
で
は
、
家
を
建
て

る
と
き
に
使
う
壁
土
が
な
く
困
っ
て
い
た
が
、
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年
に
四
郎
兵
衛
が
観
音
堂
付
属
の
田
か
ら
の
収
益
で
萱
野
を
購
入

し
、
村
人
た
ち
が
そ
こ
か
ら
土
を
取
っ
て
壁
土
に
使
う
こ
と
と
し
た
。
以
後
ず
っ
と
、
村
中
の
土
取
場
と
し
て
使
っ
て
き
た
と
こ
ろ
・
羽

場
組
で
は
帳
面
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
村
の
者
が
土
を
取
る
こ
と
も
禁
止
し
た
の
で
、
本
村
の
者
は
困
っ
て
い
る
。

　
こ
の
二
点
の
問
題
は
、
以
後
の
分
村
一
件
の
な
か
で
中
心
的
な
争
点
と
は
な
ら
ず
、
そ
れ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
・
ま

た
、
こ
の
点
に
関
す
る
羽
場
組
の
主
張
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
本
村
側
の
主
張
が
ど
こ
ま
で
事
実
を
伝
え
て
い
る
か
も
判
断
で
き
な
い
。

た
だ
、
こ
の
時
期
、
村
役
人
の
選
任
方
法
と
い
う
政
治
的
問
題
、
村
入
用
の
賦
課
方
法
と
い
う
経
済
的
問
題
、
日
常
的
な
羽
場
組
の
者
へ

の
差
別
待
遇
と
い
う
社
会
的
問
題
に
加
え
て
、
観
音
堂
の
管
理
と
い
う
信
仰
上
の
問
題
が
、
ひ
と
つ
の
対
立
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
村
役
人
は
本
村
が
独
占
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
村
役
人
が
観
音
堂
付
属
の
田
を
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
羽
場
組
の
主
観
で
は
、
観
音
堂
が
実
質
的
に
本
村
の
管
理
下
に
入
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
田
を
村
役

人
が
管
理
す
る
か
、
羽
場
組
が
管
理
す
る
か
と
い
う
対
立
は
、
観
音
堂
を
実
質
的
に
本
村
の
管
理
下
に
お
く
か
（
名
目
的
に
は
村
全
体
の

も
の
で
あ
る
に
し
て
も
）
、
羽
場
組
の
管
理
下
に
お
く
か
と
い
う
対
立
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
羽
場
組
は
、
観
音
堂
を
組
の
も
の
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
信
仰
面
で
も
本
村
か
ら
の
自
立
性
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
後
、
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
八
月
、
立
沢
村
の
世
話
人
一
二
名
と
、
村
役
人
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
議
定
書
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。
立
沢
村
の
観
音
堂
が
破
損
し
、
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
同
村
の
高
栄
寺
の
住
職
ら
は
、
以
前
羽
場
組
が

我
が
も
の
と
し
た
観
音
堂
付
属
の
田
を
、
再
び
観
音
堂
の
付
属
に
戻
せ
ば
、
そ
こ
か
ら
の
収
穫
を
修
復
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

本
村
と
羽
場
の
関
係
も
よ
り
親
密
に
な
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
観
音
講
（
観
音
堂
を
核
と
し
た
信
仰
組
織
、
羽
場
組
の
人
々
で
構
成
さ
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れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
の
人
た
ち
に
話
し
て
み
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仕
方
な
く
、
本
村
の
老
人
八
人
に
修
復
の

件
を
頼
ん
だ
。
老
人
た
ち
は
、
村
役
人
に
申
し
出
た
上
で
、
本
村
の
人
々
か
ら
寄
付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
多
額
の
寄
付
を
得
た
。
村
役
人

は
、
こ
れ
だ
け
の
寄
付
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
修
復
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
修
復
の
際
の
費
用
に
も
充
て
ら
れ
る
が
、
か
と
い
っ
て
本
村
が

自
分
た
ち
だ
け
で
観
音
堂
の
修
復
を
行
っ
て
は
、
ま
た
羽
場
組
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
と
考
え
て
、
羽
場
組
に
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
。

1
羽
場
組
が
引
き
取
っ
た
観
音
堂
付
属
の
田
は
村
全
体
の
も
の
と
す
る
。
2
原
山
日
向
の
萱
野
で
は
、
本
村
の
者
も
壁
土
に
使
う
土
を
取

れ
る
よ
う
に
す
る
。
3
本
村
か
ら
の
寄
付
の
半
分
を
羽
場
組
に
渡
す
。
す
な
わ
ち
、
本
村
側
が
、
目
分
た
ち
が
出
し
た
寄
付
の
半
額
を
羽

場
組
に
渡
す
代
わ
り
に
、
羽
場
側
は
、
当
時
我
が
も
の
と
し
て
い
た
観
音
堂
付
属
の
田
と
壁
土
用
の
土
取
場
を
本
村
と
の
共
有
．
共
用
と

す
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
本
村
・
羽
場
双
方
に
了
承
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
高
栄
寺
住
職
と
村
役
人
が
相
談
し
て
、
本
村

で
は
先
に
頼
ん
だ
老
人
八
人
、
羽
場
組
で
は
観
音
講
メ
ン
バ
ー
の
内
の
四
人
を
、
観
音
堂
修
復
の
世
話
人
に
頼
む
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
通
り
二
月
十
八
日
を
祭
礼
の
日
と
定
め
、
村
中
睦
ま
じ
く
祭
礼
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
以
上
の
点
を
整
理
し
よ
う
。
文
政
の
分
村
一
件
以
降
も
、
観
音
堂
の
管
理
運
営
の
問
題
は
、
完
全
に
解
決
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
本
村

か
ら
多
額
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
本
村
に
も
観
音
堂
を
信
仰
対
象
と
す
る
者
が
多
く
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観

音
堂
付
属
の
田
は
羽
場
組
が
独
占
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
分
村
一
件
は
、
本
村
と
羽
場
と
の
政
治
的
格
差
を
解
消
す
る
か
た
ち
で
和

解
し
た
が
、
両
者
の
関
係
を
よ
り
緊
密
化
す
る
た
め
に
は
宗
教
上
の
問
題
の
解
決
も
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
八
四
七
年
に
至
り
、

観
音
堂
付
属
の
田
の
村
全
体
で
の
管
理
、
全
村
あ
げ
て
の
祭
礼
の
挙
行
な
ど
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
仰
面
で
の
本
村
．
羽
場
間
の

結
合
強
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
本
村
と
羽
場
の
関
係
を
、
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
一
七
五
二
（
宝
暦
二
）
年
、
「
羽
場
新
田
」
に
、
農
業
用
水
と
飲
料
水
の
た
め
に
新
し
い
水
路
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羽
場
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組
の
者
の
生
産
と
生
活
が
向
上
し
た
と
と
も
に
、
羽
場
組
の
本
村
か
ら
の
独
立
性
が
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
八
一
＝
　
（
文
政
四
）
年
十
二
月
二
十
六
日
、
原
山
惣
代
（
原
山
と
は
八
が
岳
山
麓
の
入
会
地
で
、
立
沢
村
も
入
会
っ
て
い
た
）
か
ら

羽
場
村
惣
代
中
に
宛
て
て
、
一
両
一
分
、
五
三
二
文
（
内
一
分
は
以
前
に
納
入
済
）
の
受
取
が
出
さ
れ
、
同
月
に
は
ま
た
、
原
山
惣
代
か

ら
羽
場
村
惣
代
中
に
宛
て
た
、
原
山
入
用
三
両
の
受
取
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
二
月
十
四
日
（
一
八
一
二
年
か
）
に
、
藩
の
役
人

か
ら
立
沢
村
の
名
主
．
年
寄
に
宛
て
て
、
「
立
沢
村
内
羽
場
村
」
の
五
人
に
明
日
藩
の
役
所
へ
出
頭
す
る
よ
う
召
喚
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

呼
び
出
し
は
立
沢
村
の
村
役
人
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
藩
も
立
沢
村
内
に
羽
場
村
と
い
う
小
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。

　
立
沢
村
で
は
、
若
者
組
も
、
中
下
組
．
東
組
・
中
村
組
・
上
羽
場
組
・
下
羽
場
組
・
大
下
組
の
各
組
に
分
か
れ
（
焼
路
野
組
に
つ
い
て

は
不
明
）
、
各
組
一
人
ず
つ
「
若
キ
者
世
話
人
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。

　
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
、
高
栄
寺
世
話
人
は
、
中
・
大
下
・
中
下
・
下
羽
場
・
上
羽
場
・
東
の
六
組
か
ら
二
人
ず
つ
出
て
い
る
。
一

八
六
六
（
慶
応
二
）
年
の
火
之
番
頭
も
、
こ
の
六
組
か
ら
二
人
ず
つ
選
ば
れ
て
い
る
。

　
一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
二
月
に
羽
場
村
惣
代
が
作
成
し
た
「
惣
目
録
覚
帳
」
に
は
、
1
「
御
郡
御
奉
行
様
被
下
置
候
一
札
」
一
本

（
単
位
は
原
史
料
の
ま
ま
）
、
2
「
原
山
惣
代
奥
書
致
候
一
札
」
一
本
、
3
「
原
山
入
用
割
受
取
」
横
帳
二
本
、
4
「
寛
政
年
中
取
替
一

札
」
二
本
、
5
「
文
政
二
年
内
山
取
替
一
札
」
二
本
、
6
「
あ
や
ま
り
証
文
一
札
」
二
本
、
7
「
八
ツ
嶽
大
境
内
山
一
札
」
一
本
、
8

「
大
池
大
澤
一
札
」
二
本
、
9
「
室
内
新
田
証
文
」
一
本
、
1
0
「
　
之
節
入
用
二
付
差
上
候
一
札
」
一
本
、
H
「
神
宮
寺
除
キ
一
札
」

一
本
、
1
2
「
原
山
惣
代
差
出
一
札
」
一
本
、
1
3
「
ま
な
板
原
山
論
御
裁
許
御
請
書
之
写
」
竪
帳
一
帳
、
1
4
「
中
新
田
内
山
一
札
」
一
帳
、

15

塚
改
之
一
札
」
一
帳
、
1
6
「
ま
な
板
原
入
用
調
帳
」
竪
帳
一
帳
、
1
7
「
廻
状
写
」
一
帳
、
1
8
「
原
山
出
入
日
記
帳
」
一
帳
、
1
9
「
原

山
日
記
帳
」
一
帳
、
2
0
「
馬
数
之
覚
」
一
帳
、
2
1
「
馬
惣
割
之
帳
」
一
帳
、
2
2
「
書
出
帳
」
二
帳
、
2
3
「
惣
高
割
帳
」
二
帳
、
2
4
「
合
高
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割
帳
」
一
帳
、
2
5
「
下
山
畑
帳
」
二
帳
、
2
6
「
原
山
田
高
帳
」
二
帳
、
2
7
「
田
畑
　
割
帳
」
一
帳
、
2
8
「
山
手
帳
」
一
帳
、
2
9
「
原
山
地

詰
目
録
帳
共
二
」
四
八
帳
、
3
0
「
村
絵
図
」
一
枚
、
3
1
「
地
詰
絵
図
」
一
枚
、
3
2
「
原
山
惣
入
会
絵
図
」
一
枚
、
計
三
二
件
、
八
八
点
の

史
料
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
立
沢
村
の
文
書
は
、
名
主
の
手
元
や
郷
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
羽
場
組
で
も
独

自
に
文
書
を
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
史
料
に
は
、
羽
場
村
持
地
覚
と
し
て
、
畑
首
同
九
一
石
五
斗
四
合
、
田
高
九
三
石
一
斗

三
合
三
勺
、
計
一
八
四
石
六
斗
七
合
三
勺
、
馬
数
四
九
匹
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

　
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
六
月
、
「
立
沢
村
羽
場
中
」
作
成
の
「
帳
面
預
ケ
所
覚
帳
」
に
は
、
今
度
相
談
に
よ
り
、
羽
場
組
が
所
持
し

て
い
る
諸
帳
面
を
、
彌
左
衛
門
・
仙
左
衛
門
・
皆
右
衛
門
・
文
左
衛
門
・
作
右
衛
門
の
五
軒
に
順
番
に
、
一
軒
に
五
年
ず
つ
預
け
る
こ
と

に
決
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
に
、
立
沢
村
の
家
数
は
一
二
七
軒
、
馬
数
は
一
九
〇
匹
で
、
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
の
家
数
は
二

二
一
軒
だ
っ
た
（
村
役
人
を
含
む
か
ど
う
か
不
明
）
。
ま
た
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
に
は
、
東
組
が
四
五
軒
、
下
羽
場
組
が
四
〇
軒

だ
っ
た
。
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村
と
村
の
関
係
－
－
出
入
作
を
め
ぐ
っ
て

　
以
上
み
て
き
た
村
の
機
能
や
構
造
に
つ
い
て
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
本
章
で
は
、
出
入
作
を
め
ぐ
る
村
と
村
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。

　
一
七
八
九
（
寛
政
元
）
年
に
、
瀬
沢
村
で
は
、
村
高
二
五
二
石
四
斗
六
升
三
合
の
う
ち
、
一
四
一
石
四
斗
九
升
八
合
一
勺
が
近
村
の
者

の
所
持
に
帰
し
、
瀬
沢
村
の
百
姓
の
持
高
は
一
一
〇
石
九
斗
六
升
四
合
九
勺
と
半
分
以
下
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、

近
世
中
・
後
期
に
な
る
と
土
地
移
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
村
々
の
間
の
出
入
作
関
係
も
複
雑
に
進
展
し
た
。
そ
こ
に
、
さ



近世村落にっいての覚書

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る
。

　
一
七
九
八
（
寛
政
一
〇
）
年
、
高
森
村
と
池
之
袋
村
と
の
間
で
お
こ
っ
た
争
論
を
み
よ
う
。
一
七
九
七
年
の
池
之
袋
村
に
お
け
る
百
姓

持
林
の
検
地
の
際
、
高
森
村
の
者
が
池
之
袋
村
で
所
持
し
て
い
る
林
に
も
池
之
袋
村
か
ら
検
地
の
経
費
が
賦
課
さ
れ
た
が
、
高
森
村
に
と

っ
て
は
賦
課
の
仕
方
が
納
得
で
き
ず
、
争
論
と
な
っ
た
。
こ
の
争
論
は
扱
人
が
入
っ
て
内
済
と
な
り
、
次
の
よ
う
に
取
り
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
池
之
袋
村
か
ら
高
森
村
へ
「
出
作
高
歩
割
帳
面
」
（
高
森
村
の
者
が
池
之
袋
村
に
所
持
す
る
土
地
に
か
か
る
村
入
用
に
つ

い
て
書
き
上
げ
た
帳
面
）
を
見
せ
る
こ
と
な
く
村
入
用
を
徴
収
し
て
き
た
が
、
今
年
の
暮
れ
か
ら
は
、
毎
年
池
之
袋
村
で
「
歩
割
銘
細
し

ら
べ
帳
」
（
村
入
用
の
詳
細
を
記
載
し
た
帳
簿
）
を
作
成
し
た
ら
高
森
村
へ
連
絡
し
、
高
森
村
か
ら
は
一
両
人
が
池
之
袋
村
に
赴
い
て
帳

簿
を
閲
覧
し
納
得
し
た
上
で
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
村
入
用
を
池
之
袋
村
へ
納
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
取
り
決
め
は
、

以
後
も
長
く
遵
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
〇
四
（
文
化
元
）
年
暮
れ
に
、
こ
の
一
、
二
年
村
入
用
が
多
額
に
な

っ
て
困
る
と
、
高
森
村
か
ら
池
之
袋
村
に
掛
け
合
い
が
な
さ
れ
た
。
話
は
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
一
八
〇
五
（
文
化
二
）
年

四
月
に
よ
う
や
く
内
済
と
な
り
、
毎
年
歩
割
帳
が
で
き
た
な
ら
ば
、
高
森
村
の
者
が
池
之
袋
村
に
出
か
け
て
、
帳
面
を
改
め
た
上
で
写
し

取
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
出
金
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
さ
ら
に
詳
細
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は

わ
か
ら
な
い
。

　
ま
た
、
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
、
高
森
村
で
は
藩
に
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
「
釜
無
山
口
明
一
件
」
（
入
会
山
で

あ
る
釜
無
山
で
の
草
木
採
取
開
始
日
を
め
ぐ
る
一
件
）
の
訴
訟
費
用
が
、
高
森
村
の
者
が
上
蔦
木
宿
に
所
持
し
て
い
る
土
地
に
た
く
さ
ん

賦
課
さ
れ
、
土
地
所
持
者
た
ち
が
困
っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
宿
役
人
の
所
持
地
に
訴
訟
費
用
が
賦
課
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
江

戸
に
出
て
幕
府
に
訴
え
た
惣
代
た
ち
が
無
駄
な
金
を
使
っ
た
り
す
る
な
ど
、
問
題
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
訴
訟
で
蔦
木
宿
が
勝
っ
て
も
、

高
森
村
の
者
は
多
額
の
費
用
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
で
、
釜
無
山
の
草
木
を
出
作
地
の
肥
料
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
そ
の
理
由
は
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不
明
）
。
上
蔦
木
宿
か
ら
賦
課
さ
れ
る
歩
割
（
村
入
用
）
は
年
々
多
額
に
な
り
、
今
後
ど
れ
だ
け
増
え
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
上
蔦
木

宿
で
歩
割
の
帳
面
を
作
っ
た
と
き
に
は
高
森
村
か
ら
出
向
い
て
見
せ
て
も
ら
い
、
納
得
し
た
上
で
、
上
蔦
木
宿
と
高
森
村
の
役
人
が
帳
面

に
連
印
し
、
そ
れ
を
藩
に
提
出
し
て
改
め
を
受
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
し
て
ほ
し
い
。
す
な
わ
ち
、
高
森
村
で
は
、
1
上
蔦
木
宿
の
起

こ
し
た
訴
訟
は
、
仮
に
勝
訴
し
て
も
上
蔦
木
宿
の
利
益
に
な
る
だ
け
で
、
高
森
村
か
ら
の
出
作
者
に
は
何
の
利
益
も
な
く
、
負
担
の
み
課

さ
れ
る
こ
と
に
反
発
し
、
2
さ
ら
に
経
費
の
内
容
や
賦
課
基
準
に
疑
義
を
呈
し
、
3
制
度
的
に
は
、
高
森
村
に
よ
る
帳
面
の
閲
覧
と
記
載

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
一
五
（
文
化
十
二
）
年
に
、
栗
生
新
田
で
は
藩
に
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
当
村
は
、
御
役
儀
高
六
八
石
余
、
そ
の
内
一
六
石

余
が
他
村
か
ら
の
出
作
で
、
村
人
の
所
持
高
は
五
二
石
余
で
あ
っ
た
。
「
去
ル
寅
年
」
（
一
八
〇
六
年
か
）
ま
で
は
、
歩
割
（
村
入
用
の
割

り
か
け
）
の
際
、
出
作
高
へ
は
余
分
に
賦
課
し
て
い
た
が
、
寅
年
の
「
御
仕
法
替
り
」
の
時
「
増
懸
」
（
余
分
に
賦
課
す
る
こ
と
）
を
や

め
た
。
そ
の
結
果
、
村
人
の
持
高
に
か
か
る
分
が
増
え
、
と
り
わ
け
小
前
の
者
が
困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
村
人
全
員
で
相
談

し
て
、
出
作
高
へ
は
二
割
「
増
懸
ケ
」
し
た
い
と
思
う
の
で
、
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
当
村
で
は
、
助
郷
な
ど
の
諸
役
儀
を
務
め
た
際

に
村
か
ら
支
払
わ
れ
る
賃
銭
が
他
村
よ
り
も
低
額
な
の
で
、
諸
役
儀
を
務
め
る
者
た
ち
が
大
変
困
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
務
め
か
ね

る
の
で
、
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
一
見
栗
生
新
田
側
が
、
他
村
か
ら
の
出
作
者
に
不
当
な
高
負
担
を
強
い
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
が
、
よ
く
考
え
る
と
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
他
村
か
ら
の
出
作
者
は
、
歩
銭
は
出
す
が
実
際
の
人
足
は
出
さ
な
い
の
で
、
実
際

の
人
足
に
は
全
て
村
人
が
出
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
の
賃
銭
が
低
額
な
の
で
、
現
実
に
は
村
人
た
ち
の
ほ
う
が
高
負
担
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
の
人
足
を
出
さ
な
い
出
作
者
に
は
、
そ
の
分
余
分
に
金
銭
的
負
担
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
栗

生
新
田
側
の
主
張
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
出
作
者
の
歩
銭
負
担
を
め
ぐ
る
村
方
と
出
作
者
の
対
立
は
、
栗
生
新
田
に
限
ら
ず
一
般
的
に

み
ら
れ
る
も
の
で
、
と
り
わ
け
近
世
中
・
後
期
に
土
地
移
動
の
増
加
に
よ
り
、
出
入
作
関
係
が
広
範
に
展
開
す
る
に
つ
れ
て
対
立
も
増
加
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す
る
。
出
作
者
か
ら
す
れ
ば
、
村
か
ら
差
別
待
遇
を
さ
れ
不
当
な
高
負
担
を
強
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
村
側
か
ら
す
れ
ば
、
割

の
合
わ
な
い
人
足
勤
め
を
し
な
い
出
作
者
は
そ
の
分
金
銭
的
に
余
分
の
負
担
を
す
る
の
が
当
然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
村
の

側
で
は
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
村
の
土
地
は
で
き
る
だ
け
村
人
が
所
持
し
、
他
村
の
者
へ
は
土
地
を
渡
さ
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
に
な
る
。6

村
と
村
の
関
係
：
－
入
会
を
め
ぐ
る
共
同

近世村落にっいての覚書

　
本
章
で
は
、
入
会
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
、
村
と
村
の
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
釜
無
山
に
は
一
八
力
村
が
入
り
会
っ
て
い
た
。
入

会
一
八
力
村
と
は
、
甲
斐
国
巨
摩
郡
上
教
来
石
村
・
同
郡
大
武
川
村
・
信
濃
国
諏
訪
郡
（
以
下
同
じ
）
上
蔦
木
村
（
町
）
・
下
蔦
木
村
・

神
代
村
・
平
岡
村
・
机
村
・
瀬
沢
村
・
休
戸
村
・
烏
帽
子
新
田
・
木
戸
口
新
田
・
花
場
新
田
・
横
吹
新
田
・
芋
之
木
新
田
（
芋
之
木

村
）
・
木
之
間
新
田
（
木
之
間
村
Y
若
宮
新
田
・
松
目
新
田
・
大
平
新
田
で
あ
る
。
こ
れ
ら
入
会
村
々
は
、
と
き
に
対
立
し
な
が
ら
も
、

基
本
的
に
共
同
関
係
を
維
持
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
山
の
神
の
信
仰
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
具
体
相
を
み
て
み
よ
う
。

　
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
十
一
月
の
、
一
六
力
村
（
甲
斐
国
の
ニ
カ
村
を
除
く
）
惣
代
机
村
古
役
・
瀬
沢
村
年
寄
・
木
之
間
村
古

役
・
上
蔦
木
町
年
寄
の
四
名
か
ら
、
藩
へ
の
願
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
釜
無
山
の
内
字
塩
沢
と
い
う
所
に
、
昔
か
ら
入
会
村
々
一

同
で
、
石
の
祠
を
建
て
、
湯
権
現
を
勧
請
し
て
い
た
。
こ
の
湯
権
現
は
「
荒
神
」
（
荒
ら
ぶ
る
神
）
で
、
「
湯
く
み
取
心
得
違
之
者
」
（
こ

の
地
か
ら
は
湯
が
涌
き
出
て
お
り
、
そ
れ
を
不
敬
の
仕
方
で
汲
み
取
る
者
）
が
い
る
と
、
怒
っ
て
暴
風
雨
を
起
こ
し
た
り
す
る
の
で
、
近

隣
村
々
で
は
農
作
物
に
被
害
が
出
た
り
し
て
困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
甲
斐
国
上
教
来
石
村
か
ら
、
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
以
前
か
ら
、

湯
権
現
に
位
を
付
け
、
社
を
清
め
れ
ば
、
暴
風
雨
も
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
た
び
た
び
提
案
が
あ
っ
た
が
、
諏
訪
郡
の
村
々
で
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は
、
位
を
付
け
る
に
は
金
が
か
か
る
の
で
、
返
事
を
延
ば
し
延
ば
し
に
し
て
い
た
。
す
る
と
、
一
八
四
一
年
に
な
っ
て
、
ま
た
上
教
来
石

村
か
ら
、
入
会
村
々
一
同
で
位
を
願
お
う
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
今
回
も
し
諏
訪
側
が
同
意
し
な
い
な
ら
ば
、
上
教
来
石
村
一
村
の
み

で
位
を
取
り
、
以
後
同
社
は
上
教
来
石
村
が
一
手
に
世
話
を
す
る
と
言
う
。
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
、
諏
訪
側
で
も
そ
の
ま
ま
に
は
捨
て

置
け
ず
、
村
人
た
ち
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
折
で
は
あ
る
が
、
仕
方
な
く
上
教
来
石
村
と
一
緒
に
、
湯
権
現
の
位
を
願
う
こ
と
に
し
た

い
。
た
だ
し
、
ご
く
少
額
の
費
用
で
得
ら
れ
る
位
（
低
い
位
）
に
し
た
い
と
思
う
の
で
、
藩
の
許
可
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
入
会
村
々
が
相
談
し
て
、
上
教
来
石
・
大
武
川
・
上
蔦
木
・
下
蔦
木
・
机
・
瀬
沢
・
芋
之
木
・
木
之
間
の
八
力
村
か
ら
各
一

名
の
惣
代
を
出
し
、
入
会
村
々
の
範
囲
を
超
え
て
、
近
隣
の
村
か
ら
寄
付
を
募
り
、
一
八
四
二
（
天
保
十
三
）
年
二
月
、
京
都
の
白
川
家

に
願
い
出
た
。
そ
の
際
に
は
、
四
両
一
分
を
奉
納
し
、
正
一
位
塩
沢
大
権
現
の
位
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
正
一

位
と
い
え
ば
、
最
高
位
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
こ
に
至
る
過
程
で
、
入
会
村
々
の
間
で
は
、
ど
の
よ
う
な
相
談
が
重
ね
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

八
月
に
瀬
沢
村
で
作
ら
れ
た
「
御
位
一
件
入
用
帳
」
を
み
る
と
、
八
月
は
、
四
日
に
忠
兵
衛
が
上
蔦
木
宿
へ
行
き
、
十
六
日
に
政
兵
衛
が

上
蔦
木
宿
で
の
一
六
力
村
寄
合
に
参
加
し
、
二
十
五
日
に
は
九
八
・
嘉
兵
衛
（
名
主
）
が
一
八
力
村
寄
合
に
出
席
し
た
（
場
所
不
明
）
。

晦
日
に
は
九
八
・
善
蔵
が
芋
之
木
村
で
の
蔦
木
宿
を
除
く
一
五
力
村
寄
合
に
行
き
、
さ
ら
に
蔦
木
へ
掛
け
合
い
に
行
っ
た
。
九
月
に
入
っ

て
、
一
日
に
は
、
藤
左
衛
門
・
政
兵
衛
が
若
宮
新
田
へ
寄
合
に
行
き
、
ま
た
同
日
勘
右
衛
門
が
夜
中
に
上
蔦
木
・
下
蔦
木
へ
行
き
、
二
日

に
は
藤
左
衛
門
・
嘉
兵
衛
・
用
右
衛
門
ら
歩
キ
」
伊
左
衛
門
が
瀬
沢
村
の
寺
（
養
福
院
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
で
の
一
六
力
村
寄
合
に
出

席
し
た
。
三
日
に
は
忠
兵
衛
が
一
六
力
村
寄
合
で
の
相
談
の
結
果
を
受
け
て
、
「
神
宮
寺
両
御
屋
敷
」
（
藩
の
役
人
の
屋
敷
で
あ
ろ
う
）
へ

木
之
間
村
重
右
衛
門
と
出
か
け
た
。
六
日
に
は
忠
兵
衛
が
瀬
沢
村
阿
弥
陀
堂
で
の
一
六
力
村
寄
合
に
出
席
し
、
神
宮
寺
で
の
い
き
さ
つ
に

つ
い
て
村
々
の
役
人
た
ち
に
報
告
し
た
。
こ
の
寄
合
に
は
、
藤
左
衛
門
・
忠
助
も
出
席
、
嘉
兵
衛
・
政
兵
衛
（
と
も
に
村
役
人
）
も
夕
方
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少
し
参
加
、
市
郎
左
衛
門
も
「
茶
番
」
（
お
茶
く
み
か
）
と
し
て
出
席
し
た
。
八
日
に
は
九
八
・
政
兵
衛
・
忠
助
が
机
村
で
の
エ
ハ
カ
村

寄
合
に
出
席
、
同
日
夜
中
、
忠
助
．
半
七
が
芋
之
木
・
若
宮
・
木
之
間
へ
「
飛
脚
」
（
連
絡
）
に
行
き
、
そ
れ
を
受
け
て
、
瀬
沢
村
の
寺

に
五
力
村
（
芋
之
木
．
若
宮
．
木
之
間
は
含
ま
れ
る
と
思
う
が
、
あ
と
ニ
カ
村
は
不
明
）
の
代
表
が
や
っ
て
き
て
寄
合
を
し
、
政
兵
衛
・

九
八
．
藤
左
衛
門
．
忠
助
．
嘉
兵
衛
．
用
右
衛
門
・
伊
左
衛
門
（
茶
番
）
が
出
席
し
た
。
九
日
に
は
九
八
・
忠
助
が
机
村
で
の
一
六
力
村

寄
合
に
参
加
し
、
同
日
夜
中
、
由
三
郎
・
源
次
郎
が
五
力
村
（
村
名
不
詳
）
の
相
談
を
受
け
て
上
蔦
木
宿
へ
飛
脚
に
行
っ
た
。
十
日
に
は

九
八
．
忠
助
が
神
代
村
の
名
主
宅
に
行
っ
て
相
談
を
し
、
十
一
日
に
は
政
兵
衛
・
忠
助
が
上
蔦
木
宿
で
の
一
六
力
村
寄
合
に
出
席
し
た
。

そ
し
て
、
上
蔦
木
宿
の
役
人
が
上
教
来
石
に
行
き
、
御
位
の
件
は
二
・
三
年
見
合
わ
せ
て
は
ど
う
か
、
ま
た
は
御
位
を
見
合
わ
せ
る
代
わ

り
に
入
会
村
々
で
お
祭
り
を
し
て
は
ど
う
か
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
掛
け
合
い
に
行
っ
た
。
こ
の
へ
ん
に
も
、
諏
訪
郡
村
々
の
消
極
的
な
姿
勢

が
窺
え
る
。
少
し
飛
ん
で
十
月
二
十
六
日
に
は
、
忠
七
が
上
蔦
木
宿
で
の
寄
合
に
出
席
し
、
二
十
八
日
夜
に
は
、
木
之
間
村
、
若
宮
新
田

か
ら
二
人
ず
つ
が
瀬
沢
村
に
来
て
会
合
し
た
。
二
十
九
日
に
は
元
左
衛
門
が
上
蔦
木
宿
へ
「
飛
脚
」
に
行
く
。
十
一
月
六
日
に
は
、
用
右

衛
門
．
喜
代
助
が
上
蔦
木
宿
へ
寄
合
に
行
き
、
同
日
夜
、
用
右
衛
門
・
藤
左
衛
門
・
九
八
・
忠
助
が
、
上
蔦
木
で
の
寄
合
の
件
に
つ
い
て

相
談
し
た
。
八
日
に
は
、
用
右
衛
門
．
忠
助
が
木
之
間
村
へ
「
内
相
談
」
に
行
き
、
十
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
は
、
用
右
衛
門
が
御
位

の
件
を
藩
へ
伺
い
に
出
か
け
た
。
十
二
日
夜
に
は
、
用
右
衛
門
が
帰
村
し
た
の
で
、
彼
と
嘉
兵
衛
・
忠
助
で
少
し
相
談
し
た
。
十
三
日
に

は
茂
右
衛
門
が
、
十
五
日
に
は
九
八
が
、
そ
れ
ぞ
れ
上
蔦
木
宿
へ
寄
合
に
行
っ
た
。
寄
合
へ
の
参
加
な
ど
に
は
、
村
か
ら
日
当
が
支
給
さ

れ
、
瀬
沢
村
で
寄
合
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
村
の
経
費
で
味
噌
・
茄
子
・
氷
豆
腐
な
ど
を
買
っ
て
参
加
者
に
ふ
る
ま
っ
た
。
位
を
願
い
出

る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
頻
繁
な
交
渉
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
八
四
二
（
天
保
十
三
）
年
三
月
五
日
、
神
祓
官
統
領
神
砥
伯
王
殿
公
文
所
（
白
川
家
）
か
ら
、
願
主
甲
州
・
信
州
一
八
力

村
惣
代
甲
州
大
武
川
村
重
左
衛
門
．
信
州
芋
之
木
村
伝
兵
衛
に
宛
て
て
、
鎮
守
塩
沢
権
現
に
、
村
々
か
ら
の
懇
願
に
よ
っ
て
、
正
一
位
の
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位
を
与
え
る
旨
の
公
文
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
同
年
六
月
に
は
、
一
八
力
村
の
村
役
人
と
世
話
人
が
議
定
書
を
結
び
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
入
会
村
々
が
睦
ま
じ
く
信
仰
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
約
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
白
川
家
か
ら
の
公
文
は
、
上
蔦
木
・
上
教
来
石
・
大
武
川
・
瀬
沢
の
四
力
村
が
順
番
に
一
年
ず
つ
預
か

る
こ
と
、
受
け
渡
し
は
毎
年
三
月
二
十
二
日
の
塩
沢
大
権
現
の
祭
日
と
す
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
た
。
現
在
瀬
沢
区
に
伝
わ
る
議
定
書
で

は
、
木
之
間
村
が
「
木
問
新
田
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
木
之
間
区
に
残
る
写
し
で
は
、
そ
の
箇
所
が
「
木
間
村
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
、
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
、
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
の
三
月
二
十
二
日
に
は
、
瀬
沢
村
村
役

人
か
ら
大
武
川
村
名
主
衆
中
に
宛
て
て
、
塩
沢
大
権
現
の
告
文
（
公
文
）
一
通
を
受
け
取
っ
た
旨
の
一
札
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
八
四
九

年
に
は
、
塩
沢
大
権
現
の
霊
湯
議
定
帳
（
内
容
は
不
明
）
一
冊
を
も
合
わ
せ
て
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
三

月
二
十
二
日
に
は
、
告
文
と
と
も
に
霊
湯
議
定
帳
一
冊
が
、
瀬
沢
村
か
ら
上
蔦
木
町
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
公
文
な
ど
の
受

け
渡
し
は
、
一
八
四
二
年
の
取
り
決
め
通
り
実
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
釜
無
山
中
に
は
、
塩
沢
大
権
現
の
他
に
も
、
字
中
之
川
と
い
う
所
に
白
髭
大
明
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
白
髭
大
明
神
は
、
昔
か
ら
入
会

一
八
力
村
で
勧
請
し
て
き
た
が
、
一
八
O
八
（
文
化
五
）
年
に
、
先
能
村
・
木
戸
口
新
田
の
二
人
が
世
話
人
に
な
っ
て
、
大
破
し
た
白
髭

大
明
神
の
御
宮
を
再
建
し
、
そ
の
費
用
を
上
教
来
石
村
を
除
く
入
会
一
七
力
村
で
負
担
し
て
い
る
。

　
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
に
は
、
白
髭
大
明
神
の
祭
礼
と
し
て
、
上
蔦
木
と
白
須
村
の
神
主
を
呼
び
、
狂
言
と
湯
立
て
を
行
っ
た
が
、

机
村
で
は
、
こ
の
時
の
祭
礼
入
用
に
充
て
る
た
め
、
村
持
の
林
ニ
ヵ
所
を
二
両
一
分
二
朱
、
七
九
三
文
で
売
却
し
て
い
る
。

　
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
に
は
、
大
武
川
村
が
独
断
で
木
造
の
お
宮
の
建
物
を
建
て
、
そ
こ
に
「
大
武
川
村
名
主
」
と
書
き
記
し
た
の

で
、
他
の
入
会
一
七
力
村
は
上
蔦
木
宿
で
会
合
を
持
ち
、
そ
の
上
で
大
武
川
村
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
大
武
川
村
側
で
は
、
白
髭
大
明

神
は
昔
か
ら
自
村
の
鎮
守
だ
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
五
月
二
十
日
に
、
一
七
力
村
が
上
蔦
木
町
で
会
合
を
持
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っ
た
が
、
そ
こ
で
藩
に
出
訴
す
る
際
の
議
定
書
の
文
言
を
め
ぐ
っ
て
、
上
蔦
木
町
の
伊
左
衛
門
と
他
の
者
と
が
口
論
に
な
る
な
ど
、
一
七

力
村
の
足
並
み
は
乱
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
入
会
を
め
ぐ
っ
て
は
、
村
同
士
の
争
い
が
起
き
た
だ
け
で
な
く
、
村
の
内
部
で
も
対
立
が
発
生
し
た
。
一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
に
、

上
蔦
木
町
で
は
、
一
八
二
一
（
文
政
四
）
年
以
来
の
釜
無
山
口
明
一
件
な
ど
で
惣
代
が
数
度
江
戸
に
出
か
け
た
り
し
て
訴
訟
費
用
が
か
さ

ん
だ
た
め
、
小
前
百
姓
た
ち
が
、
入
用
帳
を
役
人
か
ら
受
け
取
り
一
同
で
見
た
い
と
申
し
出
た
。
役
人
側
で
は
、
疑
わ
し
く
思
う
の
な
ら

役
人
の
所
へ
来
て
見
れ
ば
よ
い
、
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
答
え
、
小
前
側
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
に
、
烏
帽
子
新
田
の
新
兵
衛
が

仲
裁
に
入
っ
た
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
た
め
、
小
前
た
ち
は
、
役
人
が
私
欲
の
取
り
計
ら
い
を
し
て
お
り
、
役
人
・
組
頭
・
百
姓
代
が

結
託
し
て
小
前
を
難
儀
さ
せ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
役
人
と
馴
れ
合
っ
て
い
る
組
頭
や
百
姓
代
は
退
役
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

役
入
側
も
立
腹
し
て
藩
に
訴
え
出
よ
う
と
し
た
た
め
、
小
前
側
が
新
兵
衛
を
頼
ん
で
詫
び
を
入
れ
、
役
人
側
も
了
承
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

諸
入
用
の
帳
面
に
つ
い
て
は
、
役
人
一
同
が
調
印
し
、
藩
役
人
の
改
め
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
前
側
は
異
存
無
く
割
り
当
て
ら

れ
た
金
額
を
支
払
い
、
異
議
を
唱
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
約
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
で
あ
ろ
う
、
一
八
二
三
年
十
二

月
に
、
こ
の
間
の
訴
訟
費
用
一
七
二
両
三
分
二
朱
、
七
一
七
文
の
う
ち
二
五
両
を
役
人
側
で
負
担
し
、
残
額
を
全
員
に
割
り
か
け
る
こ
と

と
し
、
こ
れ
な
ら
小
前
側
に
も
異
存
は
な
い
こ
と
を
、
鳥
帽
子
新
田
扱
人
（
仲
裁
者
）
新
兵
衛
・
蔦
木
町
名
主
二
名
・
問
屋
二
名
・
年
寄

三
名
．
組
頭
八
名
．
百
姓
代
二
名
が
連
署
し
て
取
り
決
め
て
い
る
。
こ
の
一
札
に
は
宛
先
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
小
前
側
と
取
り
交
わ
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
二
五
両
の
う
ち
、
二
一
両
は
名
主
四
郎
左
衛
門
と
年
寄
次
郎
兵
衛
が
、
一
両
二
分
は
問
屋
太
市
郎
・
同

七
郎
兵
衛
．
年
寄
平
之
丞
が
、
一
両
二
分
は
四
郎
次
・
佐
右
衛
門
（
二
人
と
も
こ
の
時
点
で
は
役
人
で
は
な
い
が
、
訴
訟
の
過
程
で
江
戸

に
出
か
け
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
他
の
者
も
江
戸
に
出
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
ろ
う
）
が
そ
れ
ぞ
れ
出
金
し
、
残
る
一
〇
両
は
、
扱
人
の
新

兵
衛
が
工
面
し
て
出
金
し
た
。
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7

（
1
）
　
祭
り

村
人
た
ち
の
信
仰
－
：
祭
り
と
病

　
本
章
で
は
、
祭
り
と
病
か
ら
村
人
た
ち
の
信
仰
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

　
村
人
た
ち
の
信
仰
対
象
は
、
村
の
鎮
守
や
小
祠
だ
け
で
は
な
く
、
村
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
た
。
千
鹿
頭
社
は
、
木
之
間
．
芋
之
木
．

横
吹
新
田
三
力
村
の
「
産
神
」
だ
っ
た
し
、
蔦
木
の
鎮
守
は
、
境
筋
一
五
力
社
を
管
轄
す
る
大
社
だ
っ
た
の
で
、
慶
安
年
中
神
主
久
保
田

丹
波
が
吉
田
家
に
願
っ
て
「
十
五
社
大
明
神
」
の
社
号
を
許
さ
れ
て
い
る
。

　
村
の
鎮
守
の
祭
礼
は
、
信
仰
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
村
人
た
ち
の
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
祭
礼
を
中
心
的
に
担
っ
た
の
が

若
者
組
で
あ
る
。
先
達
村
の
若
者
組
を
み
る
と
、
構
成
員
の
年
齢
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
定
書
で
は
一
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で

と
さ
れ
て
お
り
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
に
は
刈
敷
山
を
、
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
に
は
林
を
所
持
し
て
い
る
な
ど
、
独
目
の
財
源

を
確
保
し
て
い
た
。

　
鎮
守
の
祭
礼
で
は
、
村
芝
居
（
歌
舞
伎
）
や
相
撲
興
行
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
祭
礼
は
、
村
人
の
娯
楽
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
の

村
々
か
ら
も
、
村
人
た
ち
が
見
物
に
訪
れ
、
ま
た
祝
儀
が
贈
ら
れ
た
。
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
七
月
十
五
日
の
千
鹿
頭
社
の
祭
礼
で
は
、

木
之
間
村
の
若
者
組
が
担
当
し
て
相
撲
興
行
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
個
人
か
ら
の
花
（
祝
儀
）
の
他
に
、
横
吹
．
若
宮
．
芋
之

木
・
瀬
沢
・
松
目
・
御
射
山
神
戸
・
花
場
・
大
平
・
大
武
川
・
上
蔦
木
・
栗
生
・
休
戸
各
村
の
若
者
組
と
、
横
吹
．
若
宮
．
芋
之
木
．
瀬

沢
・
松
目
・
御
射
山
神
戸
・
大
平
各
村
の
村
役
人
、
さ
ら
に
木
之
間
村
の
役
場
・
組
頭
中
か
ら
花
が
来
て
い
る
。
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一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
の
木
之
間
村
の
村
芝
居
で
は
、
諸
経
費
合
わ
せ
て
一
三
〇
両
三
分
二
朱
、
三
六
〇
文
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
稽
古
中
の
見
舞
い
や
祭
礼
当
日
の
花
な
ど
計
二
一
二
両
一
朱
、
二
八
八
文
を
引
い
た
一
〇
七
両
三
分
一
朱
、
六
八
文
が
純
粋
の
負
担

額
と
な
る
。
村
が
受
け
取
っ
た
花
は
、
計
七
両
一
分
一
朱
、
三
七
二
文
で
あ
り
、
さ
ら
に
村
人
個
々
人
が
貰
っ
た
花
の
一
割
、
一
両
三
分

二
朱
、
七
八
文
が
村
の
花
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。

　
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
七
月
、
木
之
間
村
の
折
井
重
兵
衛
（
若
狭
川
）
に
対
し
て
、
吉
田
追
風
門
人
で
相
撲
年
寄
の
浦
風
林
右
衛
門

直
政
か
ら
、
門
弟
に
加
え
る
旨
の
免
許
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
七
月
、
千
鹿
頭
社
の
祭
礼
に
お
け

る
相
撲
興
行
の
際
、
吉
田
追
風
か
ら
給
わ
っ
た
「
一
味
清
風
」
の
団
扇
を
神
前
に
捧
げ
、
「
天
下
泰
平
・
御
武
運
長
久
・
五
穀
成
就
」
「
子

孫
永
久
」
を
祈
り
た
い
旨
、
吉
田
追
風
門
弟
で
武
蔵
国
品
川
南
一
丁
目
に
住
む
折
井
惣
兵
衛
政
友
、
同
じ
く
門
弟
で
木
之
間
村
の
折
井
惣

助
友
重
、
両
人
の
本
家
に
当
た
る
折
井
伊
左
衛
門
、
発
起
人
の
折
井
重
右
衛
門
と
折
井
重
兵
衛
の
五
人
が
、
木
之
間
村
の
村
役
人
に
届
け

て
い
る
。

　
ま
た
、
先
に
見
た
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
の
千
鹿
頭
社
の
祭
礼
の
際
に
は
、
「
商
人
中
」
か
ら
青
銅
二
〇
疋
の
花
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
商
人
中
」
と
は
、
香
具
師
仲
間
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
十
二
月
、
瀬
沢
村
か
ら
の
書
き
上
げ
に
は
、

車
屋
二
軒
、
小
店
四
軒
、
小
茶
屋
三
軒
、
板
杣
一
軒
、
大
工
一
一
軒
、
建
具
屋
二
軒
、
中
馬
一
軒
、
紺
屋
一
軒
と
並
ん
で
、
「
香
具
」
四
軒

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
香
具
師
は
富
士
見
町
域
の
村
々
に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
他
の
農
間
渡
世
の
職
人
・
商
人
と
同
列

の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
2
）
　
病

　
寺
院
や
神
社
の
他
に
、
山
伏
な
ど
の
宗
教
者
も
村
人
の
信
仰
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
一
七
四
一
（
寛
保
元
）
年
、
蔦
木
町
に
住

む
本
山
派
の
山
伏
金
剛
院
は
、
藩
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
口
上
書
を
提
出
し
て
い
る
。
諏
訪
郡
境
筋
は
、
私
の
四
代
前
の
金
剛
院
が
、
上

諏
訪
の
成
就
院
か
ら
預
か
り
、
富
士
先
達
や
よ
そ
か
ら
来
る
山
伏
の
改
め
を
し
て
き
た
。
京
都
の
聖
護
院
へ
の
上
納
金
も
、
普
通
の
山
伏

の
二
倍
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
和
年
間
（
一
六
八
O
年
代
前
半
）
に
、
若
宮
新
田
に
住
む
当
山
派
の
山
伏
蓮
花
院
と
訴
訟
に
な
り
、

藩
の
裁
許
で
、
木
之
間
村
と
そ
の
枝
郷
合
わ
せ
て
七
力
村
の
者
が
富
士
山
へ
登
る
際
の
先
達
の
み
は
、
蓮
花
院
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
い
う
事
情
な
の
で
、
今
回
蓮
花
院
が
ど
の
よ
う
に
藩
に
願
い
上
げ
よ
う
と
も
、
私
が
境
筋
で
預
か
っ
て
い
る
村
々
へ
は
一
切
関
与
さ

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
一
七
七
九
（
安
永
八
）
年
、
上
蔦
木
町
の
平
之
丞
は
、
願
い
事
が
叶
う
よ
う
祈
疇
を
頼
む
の
に
、
同
町
に
住
む
本
山
派
山
伏
弥
勒
院
に

頼
ま
ず
、
他
の
祈
薦
師
に
頼
ん
だ
こ
と
を
弥
勒
院
に
替
め
ら
れ
、
詫
び
を
入
れ
た
上
、
以
後
決
し
て
こ
の
よ
う
な
事
は
し
な
い
と
約
束
し

て
い
る
。

　
机
村
で
は
、
一
八
一
七
（
文
化
十
四
）
年
に
、
村
人
の
多
く
が
病
に
か
か
っ
た
た
め
、
甲
斐
国
横
手
台
ケ
原
の
神
子
に
頼
ん
で
神
託
を

受
け
た
と
こ
ろ
、
「
長
袖
」
の
死
霊
が
村
中
に
崇
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
死
霊
を
山
神
と
し
て
祀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
上
原
丸
山
と
い
う
場
所
に
山
神
と
し
て
祀
り
、
毎
年
八
月
十
七
日
を
祭
り
の
日
と
定
め
た
。

　
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
二
月
、
木
之
間
村
の
村
役
人
た
ち
が
、
祇
園
寺
（
蓮
花
院
）
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
当
村

で
は
病
人
が
多
く
、
薬
を
飲
ん
で
も
直
ら
な
い
。
お
か
し
い
と
思
い
、
病
人
の
親
類
や
懇
意
の
者
が
神
仏
に
祈
っ
た
が
、
や
は
り
効
果
が
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な
い
。
そ
こ
で
、
村
中
相
談
の
上
、
紙
園
寺
に
寄
加
持
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
一
度
は
断
ら
れ
た
が
、
再
度
懇
請
し
て
引
き
受
け
て
も
ら

っ
た
。
祇
園
寺
と
は
、
若
宮
新
田
に
住
む
当
山
派
の
山
伏
で
あ
る
。

　
立
沢
村
で
は
、
一
八
四
三
（
天
保
十
四
）
年
七
月
、
名
主
二
名
・
年
寄
四
名
・
惣
代
二
名
か
ら
京
都
の
吉
田
家
の
役
人
に
宛
て
て
、
次

の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
当
村
で
は
、
四
・
五
年
以
前
か
ら
村
人
数
人
が
「
疫
邪
相
煩
」
（
悪
い
病
に
か
か
り
）
、
管
狐
の
仕
業
か
と
思
わ

れ
る
の
で
、
管
狐
が
退
散
し
村
人
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
吉
田
様
の
ご
祈
祷
で
管
狐
を
封
じ
込
め
て
下
さ
り
、
さ
ら
に
今
後
こ
う
し

た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
「
御
祈
疇
之
御
品
」
（
吉
田
家
が
祈
り
を
こ
め
た
品
）
を
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
言
う
管
狐
と
は
、
人
に

取
り
愚
い
て
、
そ
の
人
を
い
わ
ゆ
る
「
狐
愚
き
」
の
状
態
に
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
た
狐
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
三
・
四
月
に
、
松
目
新
田
の
名
主
・
年
寄
・
村
惣
代
各
一
名
は
上
京
し
て
、
吉
田
家
に
、
次
の
よ
う
に
願
っ

て
い
る
。
当
村
で
は
、
近
年
管
狐
が
彿
徊
し
（
当
村
の
次
郎
兵
衛
が
狐
を
使
う
と
も
さ
れ
て
い
る
）
、
村
人
が
病
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
隣
村
で
狐
愚
き
が
発
生
し
た
際
に
も
、
目
分
は
松
目
か
ら
来
た
と
口
走
る
始
末
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
管
狐
を
退
散
さ
せ
、
当
村
お

よ
び
近
隣
村
々
に
平
和
が
戻
る
よ
う
、
吉
田
家
の
祈
疇
で
管
狐
を
封
じ
込
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
以
後
管
狐
の
災
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

吉
田
家
か
ら
「
御
祈
薦
之
御
小
箱
」
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
吉
田
家
へ
の
出
願
に
当
た
っ
て
、
同
年
三
月
、
藩
に
添
状
の
下
付
を
願
っ
て
い
る
。
松
目
新
田
の
願
い
は
吉
田
家
に
容
れ
ら
れ
、

同
年
四
月
祈
薦
を
込
め
た
小
箱
が
授
け
ら
れ
た
。
松
目
か
ら
は
、
祈
禧
料
と
し
て
七
両
二
分
と
一
〇
〇
疋
を
吉
田
家
に
納
め
て
い
る
。
こ

の
時
、
上
京
し
た
三
名
か
ら
、
木
之
間
村
・
若
宮
新
田
・
大
平
新
田
・
横
吹
新
田
の
四
力
村
で
も
管
狐
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
わ

せ
て
祈
疇
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
あ
り
、
こ
れ
も
聞
き
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
六
月
に
、
吉
田
家
の
「
信
州
懸
り
」
大
角
左
膳

か
ら
横
吹
新
田
の
惣
代
二
名
に
祈
薦
を
込
め
た
小
箱
が
渡
さ
れ
、
大
角
左
膳
は
、
祈
薦
料
七
両
二
分
と
菓
子
代
二
百
疋
を
受
け
取
っ
て
い

る
。
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一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
は
、
立
沢
村
で
以
下
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
。
同
村
の
喜
助
の
親
幸
右
衛
門
は
、
二
年
前
か
ら
た

び
た
び
精
神
に
変
調
を
来
し
、
家
族
に
噛
み
付
い
た
り
、
狐
や
狸
の
鳴
き
真
似
を
し
た
り
し
た
。
そ
こ
へ
、
一
八
六
二
年
七
月
か
ら
、
流

行
病
で
急
死
す
る
者
が
村
内
で
増
え
、
幸
右
衛
門
も
七
月
か
ら
病
状
が
思
わ
し
く
な
く
、
別
家
（
分
家
）
の
勇
助
方
か
ら
来
た
狐
の
仕
業

だ
な
ど
と
口
走
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
村
中
に
伝
わ
り
、
閏
八
月
九
日
に
村
人
一
同
が
相
談
し
、
流
行
病
は
管
狐
の
仕
業
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
村
役
人
か
ら
勇
助
に
噂
の
真
偽
を
確
か
め
て
く
れ
る
よ
う
百
姓
代
を
通
じ
て
申
し
入
れ
た
。
管
狐
と
は
特
定
の
人
間
が

操
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
、
村
人
た
ち
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
百
姓
代
か
ら
話
を
聞
い
た
村
役
人
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
ろ

う
と
答
え
た
が
、
村
人
た
ち
が
、
立
沢
村
ば
か
り
に
急
死
者
が
多
い
の
で
安
心
で
き
な
い
か
ら
、
是
非
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
と
言
う
の

で
、
結
局
村
役
人
が
代
表
し
て
勇
助
に
尋
ね
た
。
勇
助
は
、
自
分
が
管
狐
を
操
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
覚
え
は
な
い
け

れ
ど
も
、
村
の
皆
さ
ん
に
疑
惑
を
も
た
れ
て
い
る
以
上
、
言
い
訳
だ
け
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
し
か
る
べ
く
取
り
は
か
ら
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
村
役
人
に
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
、
村
人
が
相
談
し
て
、
村
の
高
栄
寺
に
閏
八
月
十
四
日
か
ら
護
摩
と
大
般
若
修
行
（
管
狐
を

退
散
さ
せ
る
た
め
に
、
護
摩
を
焚
き
、
大
般
若
経
を
読
調
す
る
こ
と
）
を
頼
み
、
さ
ら
に
吉
田
家
に
祈
疇
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
吉
田
家
に
祈
薦
を
願
う
際
の
入
用
の
ほ
と
ん
ど
を
勇
助
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
同
月
藩
か
ら
添
状
を
も
ら

っ
た
う
え
で
、
吉
田
家
へ
の
願
い
の
た
め
村
人
五
人
が
上
京
し
た
。
こ
の
件
が
藩
の
耳
に
入
っ
て
吟
味
と
な
っ
た
が
、
藩
の
側
で
は
、
喜

助
に
対
し
て
、
管
狐
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸
右
衛
門
と
い
う
狂
人
の
空
言
を
真
に
受
け
て
勇
助
の
こ
と

を
言
い
ふ
ら
し
た
の
は
不
坪
で
あ
る
と
し
て
、
吟
味
中
手
鎖
の
上
町
宿
（
村
人
た
ち
が
、
訴
訟
な
ど
の
用
事
で
上
諏
訪
城
下
に
行
っ
た
と

き
に
泊
ま
る
宿
）
預
け
と
し
た
。
喜
助
は
、
九
月
に
、
以
後
は
不
確
か
な
噂
を
流
し
た
り
し
な
い
こ
と
を
約
し
て
、
吟
味
の
用
捨
を
願
っ

て
い
る
。
ま
た
、
村
人
た
ち
の
意
向
を
無
批
判
に
村
役
人
に
取
り
次
い
だ
百
姓
代
た
ち
も
、
藩
か
ら
叱
責
さ
れ
、
以
後
は
勇
助
．
喜
助
を

含
め
た
村
人
一
同
が
仲
睦
ま
じ
く
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
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こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
「
管
狐
二
付
連
印
帳
」
一
冊
、
「
管
狐
二
付
願
書
」
四
本
、
「
管
狐
二
付
□
上
手
控
」
一
本
、
「
京
都
吉
田
様
江

御
願
書
下
書
」
五
本
、
「
勇
介
6
取
詫
書
」
一
本
な
ど
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
一
八
六
二
年
に
新
た
に
名
主
引
継
文
書
に

加
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
六
三
（
文
久
三
）
二
八
六
四
（
元
治
元
）
年
の
い
ず
れ
も
十
二
月
二
十
五
日
に
、
名
主
役
交
代
に
際
し

て
こ
れ
ら
の
文
書
が
後
任
者
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
士
．
一
月
の
「
諸
帳
面
引
渡
し
帳
」
に
も
同

一
の
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
ま
で
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
病
に
関
し
て
、
あ
と
二
点
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
、
机
村
で
は
、
「
庖
瘡
（
天
然
痘
）
之
儀
者
、
朝
隣

家
一
類
斗
り
二
而
膳
部
一
汁
一
情
（
菜
力
）
、
引
物
一
切
無
御
座
候
。
井
御
棚
下
之
儀
一
類
斗
り
、
庖
瘡
見
之
事
ハ
一
類
隣
家
斗
り
」
と

定
め
て
い
る
。

　
松
目
新
田
で
は
、
幕
末
（
名
主
三
左
衛
門
・
年
寄
市
兵
衛
の
時
）
に
「
こ
ろ
り
」
（
コ
レ
ラ
）
が
流
行
し
た
際
、
村
議
定
で
次
の
よ
う

に
取
り
決
め
て
い
る
。
1
諸
商
人
・
勧
進
な
ど
よ
そ
か
ら
来
た
者
に
は
一
切
取
り
合
わ
な
い
。
2
流
行
病
が
終
わ
る
ま
で
、
職
人
仕
事
・

商
売
．
旅
出
（
出
稼
ぎ
）
な
ど
で
、
病
気
が
流
行
し
て
い
る
隣
村
に
は
出
入
り
し
な
い
。
や
む
な
く
よ
そ
へ
出
か
け
る
者
は
、
流
行
が
終

わ
る
ま
で
帰
村
し
て
は
な
ら
な
い
。
3
他
村
の
親
類
に
流
行
病
の
患
者
が
い
て
見
舞
い
に
行
っ
た
場
合
、
二
〇
日
間
は
帰
宅
し
て
は
な
ら

な
い
。
二
〇
日
過
ぎ
た
ら
役
場
へ
申
し
出
て
、
指
図
を
受
け
た
上
で
帰
宅
し
て
よ
い
。
4
流
行
病
で
死
者
が
出
た
場
合
に
は
、
親
・
兄
弟

の
家
か
ら
二
人
ず
つ
、
従
兄
弟
や
向
三
軒
両
隣
か
ら
一
人
ず
つ
が
立
ち
会
っ
て
埋
葬
す
る
。
他
の
村
人
は
出
入
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
埋
葬
を
行
っ
た
者
は
、
二
〇
日
間
よ
そ
の
家
に
出
入
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
組
合
村
か
ら
の
見
舞
い
は
各
村
の
村
役
人
が
そ
の
村
の

分
の
香
典
を
取
り
ま
と
め
て
遺
族
に
渡
し
、
他
の
村
人
は
見
舞
い
に
出
入
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
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8

蔵
（
御
蔵
・
郷
蔵
）
に
み
る
村
と
領
主
の
関
係

　
本
章
で
は
、
村
に
あ
る
御
蔵
や
郷
蔵
を
素
材
に
、
村
と
領
主
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
瀬
沢
村
で
は
、
一
七
六
〇
（
宝
暦
十
）
年
、
二
間
に
三
間
の
板
蔵
で
あ
る
御
蔵
が
大
破
し
た
の
で
、
藩
に
建
て
直
し
を
願
い
出
て
許
可

を
得
た
上
、
御
米
六
斗
を
下
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
六
八
（
明
和
五
）
年
の
御
蔵
建
て
直
し
の
際
に
も
、
藩
か
ら
御
蔵
米
六
斗
が

下
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
屋
根
の
葺
き
替
え
の
時
は
、
藩
に
願
い
出
た
り
せ
ず
、
村
方
で
行
っ
て
き
た
。

　
一
八
〇
五
（
文
化
二
）
年
の
村
明
細
帳
に
は
、
「
郷
蔵
壱
ケ
所
」
と
あ
り
、
御
蔵
は
郷
蔵
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八

一
〇
（
文
化
七
）
年
の
「
御
蔵
図
」
を
見
る
と
、
御
蔵
は
竪
二
間
半
、
横
二
間
（
五
坪
）
、
残
ら
ず
板
敷
き
で
、
戸
口
が
一
ヵ
所
あ
り
、

御
蔵
の
南
東
の
角
に
番
屋
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
屋
は
、
四
尺
五
寸
に
一
間
で
、
戸
口
が
一
ヵ
所
あ
る
。
な
お
、
瀬
沢
村
で
は
、

上
畑
一
斗
が
、
「
御
蔵
屋
敷
」
分
と
し
て
年
貢
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。

　
一
八
二
四
（
文
政
七
）
年
に
は
、
瀬
沢
村
の
村
役
人
が
、
藩
に
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
瀬
沢
村
に
は
、
二
間
半
に
二
間
の
御
蔵
が

あ
る
が
、
大
破
に
及
ん
だ
た
め
、
建
て
替
え
を
許
可
し
て
ほ
し
い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
は
板
蔵
だ
っ
た
の
で
、
防
火
の
点
で
不
安
が

あ
り
、
ま
た
水
に
濡
れ
る
と
木
の
腐
り
も
早
く
、
鼠
の
害
も
防
ぎ
が
た
い
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
土
蔵
に
建
て
替
え
た
い
の
で
、
こ
の
点

も
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
の
後
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
、
瀬
沢
村
で
は
、
同
村
の
御
蔵
は
一
〇
坪
で
、
建
て
替
え
の
際
に
は
、
藩
か
ら
御
手
当
米
二
俵

が
下
付
さ
れ
る
他
は
、
経
費
は
村
高
割
で
支
出
し
て
い
る
と
申
告
し
て
い
る
。
一
八
二
四
年
以
降
、
御
蔵
は
二
倍
の
規
模
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
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田
端
村
で
は
、
御
蔵
が
大
破
し
た
の
で
建
て
直
す
こ
と
に
し
、
一
七
七
一
（
明
和
八
）
年
十
一
月
、
先
例
通
り
藩
に
米
と
松
木
七
本
の

下
付
を
願
い
、
翌
一
七
七
二
（
安
永
元
）
年
春
許
可
さ
れ
た
。
松
木
は
田
端
村
内
に
あ
る
藩
の
御
林
（
藩
有
林
）
か
ら
伐
出
し
、
同
年
十

一
月
普
請
に
取
り
掛
か
り
、
翌
年
二
月
十
日
に
建
坪
六
坪
の
御
蔵
が
完
成
し
、
藩
に
届
け
出
た
。
し
か
る
に
、
一
七
七
五
（
安
永
四
）
年

十
二
月
に
な
っ
て
も
、
坪
当
た
り
一
斗
ず
つ
下
付
さ
れ
る
は
ず
の
米
が
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
村
役
人
が
、
藩
に
支
給
を
願
い
、
よ

う
や
く
下
付
さ
れ
た
。

　
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
に
、
先
能
村
が
水
害
に
遭
い
、
家
屋
が
流
失
し
、
耕
地
も
被
害
を
受
け
た
と
き
、
村
役
人
が
藩
に
次
の
よ
う

に
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
当
村
で
は
、
瀬
沢
村
分
の
下
々
田
一
畝
五
歩
、
高
一
斗
二
升
余
の
土
地
を
先
能
村
の
「
村
作
」
（
村
が
所

持
．
管
理
す
る
土
地
）
と
し
て
、
年
貢
諸
役
を
納
め
た
残
り
の
収
益
を
御
蔵
（
「
郷
御
蔵
」
）
の
建
て
直
し
や
修
繕
の
費
用
に
充
て
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
藩
か
ら
手
当
は
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
洪
水
で
御
蔵
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
再
建
や
以
後
の
修

復
を
藩
の
費
用
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
、
高
森
村
で
は
藩
に
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
当
村
の
御
蔵
は
二
間
に
二
間
半
（
五
坪
）
、
付
設
の
番
屋

を
合
わ
せ
て
建
坪
六
坪
で
、
一
七
六
九
（
明
和
六
）
年
に
建
て
替
え
た
も
の
だ
が
、
年
数
も
た
ち
大
破
し
た
の
で
、
建
て
直
し
た
い
。
そ

の
際
、
こ
れ
ま
で
は
板
蔵
だ
っ
た
が
、
防
火
の
こ
と
な
ど
を
考
え
て
土
蔵
に
し
、
さ
ら
に
番
屋
を
除
く
御
蔵
部
分
を
若
干
広
げ
て
建
坪
五

坪
三
分
三
厘
に
し
た
い
。
ま
た
、
材
木
代
は
村
方
で
負
担
し
、
藩
に
は
要
求
し
な
い
が
、
先
例
通
り
米
を
六
斗
い
た
だ
き
た
い
。

　
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
九
月
、
池
之
袋
村
村
役
人
が
藩
に
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
当
村
に
あ
る
二
間
四
方
、
四
坪
の
御
蔵
は
、

一
七
八
四
（
天
明
四
）
年
に
建
て
替
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
村
方
で
修
理
を
し
て
き
た
が
、
破
損
が
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
、
建
て
替
え
の
許

可
を
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
、
先
例
通
り
、
建
坪
一
坪
に
つ
き
一
斗
ず
つ
、
合
計
四
斗
の
米
と
、
御
林
か
ら
材
木
を
頂
戴
し
た
い
。
そ

れ
以
外
の
諸
入
用
は
村
方
で
負
担
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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机
村
に
あ
る
御
蔵
は
、
以
前
か
ら
机
村
・
平
岡
村
・
甲
斐
国
大
武
川
村
三
力
村
共
有
の
蔵
で
あ
り
、
一
七
八
四
（
天
明
四
）
年
に
藩
に

願
っ
て
七
坪
程
の
御
蔵
に
建
て
替
え
た
。
建
て
替
え
の
際
に
は
、
藩
か
ら
御
手
当
米
が
下
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
も
藩

か
ら
七
斗
の
扶
持
米
が
下
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
々
の
修
理
や
屋
根
の
葺
き
替
え
の
際
の
人
足
や
入
用
は
三
力
村
で
分
担
し
て
き
た
。

一
七
九
九
（
寛
政
十
一
）
年
に
は
、
高
八
升
六
合
七
勺
が
「
御
蔵
屋
敷
」
分
と
し
て
、
年
貢
諸
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
二
四
（
文
政
七
）
年
十
月
の
御
蔵
屋
根
替
え
の
時
に
は
、
屋
根
板
三
六
〇
〇
枚
の
う
ち
机
一
八
O
O
枚
、
大
武
川
一
二
〇
〇
枚
、

平
岡
六
〇
〇
枚
、
人
足
一
〇
人
の
う
ち
机
五
人
、
大
武
川
三
人
、
平
岡
二
人
な
ど
と
い
っ
た
具
合
に
、
三
力
村
が
建
築
資
材
や
人
足
を
分

担
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
机
村
が
半
分
を
負
担
し
、
残
り
半
分
を
平
岡
一
に
対
し
て
大
武
川
一
．
五
～
二
の
割
合
で
分
担
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
八
二
八
（
文
政
十
一
）
年
の
屋
根
替
え
の
時
に
も
、
屋
根
板
四
八
O
O
枚
の
う
ち
机
二
四
〇
〇
枚
、
大
武
川
一
六
〇
〇
枚
、

平
岡
八
O
O
枚
、
諸
入
用
五
貫
七
四
一
文
の
う
ち
机
二
貫
八
六
八
文
、
大
武
川
一
貫
九
一
二
文
、
平
岡
九
五
六
文
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担

し
、
机
村
の
大
工
二
人
と
平
岡
村
の
大
工
一
人
を
頼
ん
で
い
る
。
そ
の
後
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
に
建
て
替

え
る
こ
と
に
し
た
が
、
気
候
不
順
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
）
年
三
月
に
至
り
、
机
．
平
岡
．
大
武

川
三
力
村
で
は
、
今
年
こ
そ
は
建
て
替
え
た
い
の
で
御
手
当
米
を
下
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
藩
に
願
っ
て
い
る
。

　
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
十
月
十
六
日
の
日
付
を
も
つ
机
村
の
郷
蔵
棟
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
机
村
で
は
、
一
八
四
四
（
天
保

十
五
）
年
よ
り
「
御
囲
籾
」
（
年
貢
の
一
部
を
不
作
に
備
え
て
積
み
立
て
た
も
の
）
を
続
け
、
当
年
に
至
り
一
〇
〇
俵
三
斗
六
升
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
郷
蔵
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
建
坪
七
坪
の
郷
蔵
を
新
築
す
る
こ
と
に
し
た
。
建
材
は
村
持
の
林
か
ら
伐
り
だ
し
、
大

工
・
木
挽
な
ど
の
職
人
を
頼
み
、
村
人
た
ち
も
労
働
力
を
提
供
し
て
、
十
月
十
六
日
に
棟
上
げ
と
な
っ
た
。

　
乙
事
村
の
一
八
O
八
（
文
化
五
）
年
の
御
蔵
絵
図
を
見
る
と
、
御
蔵
は
三
間
四
尺
と
二
間
の
一
階
建
て
惣
板
敷
き
で
、
戸
口
が
一
カ
所

あ
り
、
六
尺
に
五
尺
の
御
蔵
番
屋
が
御
蔵
の
南
角
に
付
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
御
蔵
の
東
角
や
や
離
れ
た
所
に
、
小
さ
な
火
の
番
小
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屋
が
あ
る
。
一
八
二
一
（
文
政
四
）
年
の
御
蔵
絵
図
で
は
、
御
蔵
は
三
間
四
尺
と
二
間
三
尺
の
土
塗
り
で
戸
口
が
一
カ
所
あ
り
、
御
蔵
番

屋
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
一
八
O
八
年
と
は
間
数
も
違
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
建
て
直
し
、
ま
た
は
改
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
一
八
一
六
（
文
化
十
三
）
年
十
二
月
に
、
同
村
で
は
、
大
豆
九
〇
俵
（
一
俵
は
四
斗
入
り
）
・
油
荏
｝
五
俵
二
斗
・
蕎
麦
一
二
俵

二
斗
、
計
二
八
俵
と
い
う
か
な
り
の
量
の
上
納
物
を
「
村
御
蔵
」
に
預
か
っ
て
い
る
。

　
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
の
乙
事
村
の
「
村
用
諸
道
具
調
覚
帳
」
に
は
、
夜
具
・
硯
な
ど
の
村
の
所
有
物
が
郷
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
名
主
の
所
に
は
、
御
蔵
の
鍵
が
合
い
鍵
を
入
れ
て
二
つ
、
郷
蔵
の
鍵
が
内
外
二
通
り
、
郷
蔵
建
添
の
鍵
が
合
い
鍵
を
入
れ
て
二
つ
、

こ
れ
ら
の
鍵
が
帳
箱
や
高
札
、
鉄
砲
な
ど
と
共
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
乙
事
村
で
は
、
郷
蔵
と
御
蔵
は
別
々
の
建
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
栗
生
新
田
で
は
、
一
七
五
二
（
宝
暦
二
）
年
に
、
村
高
の
内
一
石
が
「
草
分
け
免
」
（
村
を
開
発
し
た
草
分
け
百
姓
に
認
め
ら
れ
た
、

藩
か
ら
の
諸
役
を
免
除
さ
れ
た
土
地
）
と
し
て
、
伊
兵
衛
と
甚
兵
衛
に
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
人
が
栗
生
新
田
の
草
分
け
百
姓

権
右
衛
門
の
子
孫
だ
と
い
う
証
拠
は
な
か
っ
た
た
め
、
草
分
け
免
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
、
一
八
一
七
（
文
化
十
四
）
年
、
一
八
二
三
（
文

政
六
）
年
、
一
八
三
〇
（
文
政
十
三
）
年
と
争
論
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
争
論
を
通
じ
て
、
草
分
け
免
は
、
特
定
の
家
に
帰
属
す
る

も
の
で
は
な
く
、
村
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
名
主
が
村
を
代
表
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
四
（
天

保
五
）
年
十
月
、
栗
生
新
田
で
は
藩
に
次
の
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
一
八
三
三
年
の
不
作
（
天
保
の
大
飢
饒
の
一
環
）
で
苦
し
ん
だ
経
験

を
ふ
ま
え
、
今
年
か
ら
一
〇
年
間
で
一
〇
〇
俵
の
囲
米
（
備
蓄
米
）
を
し
た
い
。
つ
い
て
は
、
「
御
蔵
敷
」
（
御
蔵
の
建
っ
て
い
る
敷
地
）

へ
二
間
四
方
の
土
蔵
を
建
て
、
そ
こ
に
囲
米
を
し
、
村
役
人
が
管
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
の
で
、
許
可
を
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
願
い
は

許
可
さ
れ
、
同
年
十
二
月
、
草
分
け
免
の
土
地
か
ら
の
収
益
を
「
村
囲
籾
子
土
蔵
普
請
金
」
に
当
て
る
こ
と
が
、
名
主
・
年
寄
・
百
姓
代

は
じ
め
三
八
名
の
村
人
の
合
意
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
1
草
分
け
百
姓
の
特
権
が
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否
定
さ
れ
、
彼
が
私
的
に
得
て
い
た
利
益
が
村
全
体
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
郷
蔵
と
い
う
村
全
体
の
共
有
施
設
の

建
設
を
可
能
に
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
2
一
八
三
四
年
以
降
、
御
蔵
と
村
が
自
主
管
理
す
る
土
蔵
（
郷
蔵
）
と
は
建
物
と
し
て
も
一
応

別
に
な
っ
た
が
、
両
者
は
同
じ
敷
地
に
近
接
し
て
建
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
密
接
に
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
〇
七

（
文
化
四
）
年
の
栗
生
新
田
の
御
蔵
絵
図
を
見
る
と
、
御
蔵
は
一
丈
一
尺
に
九
尺
、
惣
板
敷
で
、
南
側
に
出
入
り
口
が
あ
り
、
当
時
年
貢

米
を
収
納
し
た
り
、
囲
籾
を
納
め
た
り
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　
一
八
三
五
（
天
保
六
）
年
十
一
月
、
松
目
新
田
村
役
人
か
ら
若
宮
新
田
村
役
人
へ
の
一
札
に
は
、
松
目
・
若
宮
両
村
は
、
若
宮
に
あ
る

御
蔵
を
共
有
し
て
い
る
の
で
（
「
相
会
」
）
、
松
目
の
者
は
御
蔵
に
年
貢
の
大
豆
を
納
め
る
際
に
は
若
宮
ま
で
持
っ
て
行
き
、
御
蔵
番
も
若

宮
ま
で
行
っ
て
務
め
て
い
る
が
、
大
変
不
便
な
の
で
、
若
宮
と
相
談
し
た
結
果
、
以
後
は
松
目
の
「
貯
籾
子
蔵
」
に
大
豆
を
納
め
る
こ
と

に
し
、
若
宮
の
御
蔵
の
修
復
な
ど
は
こ
れ
ま
で
通
り
両
村
で
行
う
こ
と
に
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
別
の
史
料
で
は
、
こ
の
時
「
囲
御
籾

子
蔵
」
の
新
設
を
藩
に
願
い
出
、
土
蔵
を
新
築
し
て
、
そ
こ
に
大
豆
を
納
め
た
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
二
七
（
文
政
十
）
年
の
松
目

新
田
の
「
定
書
覚
帳
」
か
ら
、
冬
春
の
間
の
若
宮
新
田
の
御
蔵
番
の
費
用
と
し
て
、
一
軒
に
つ
き
二
四
文
ず
つ
を
若
宮
へ
渡
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
）
年
八
月
の
、
松
目
か
ら
藩
へ
の
願
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
当
時
、
若
宮
で
は
御
蔵
に
「
村
囲

御
籾
子
蔵
」
を
併
設
し
た
い
（
「
御
蔵
江
村
囲
御
籾
子
蔵
ヲ
立
込
度
」
）
と
藩
に
願
い
出
た
が
、
松
目
で
は
自
村
の
「
村
囲
御
籾
子
蔵
」
と

若
宮
の
御
蔵
の
両
方
の
普
請
を
行
う
の
は
困
難
な
の
で
、
若
宮
と
も
相
談
の
上
、
今
回
の
若
宮
の
普
請
を
契
機
に
、
若
宮
と
完
全
に
御
蔵

を
分
離
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
、
松
目
は
完
全
に
独
立
の
御
蔵
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
藩
の
許
可

が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
〇
年
十
二
月
、
若
宮
新
田
名
主
か
ら
松
目
新
田
名
主
に
宛
て
て
、
二
間
に
一
丈
一
尺
、
高
さ
一
丈
の

御
蔵
の
建
て
替
え
入
用
の
松
目
負
担
分
一
両
二
分
の
受
取
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
最
後
に
、
松
目
は
、
若
宮
の
御
蔵
修
復
費
用
の
負
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担
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
は
、
松
目
か
ら
藩
に
上
納
す
る
大
豆
二
俵
、
蕎
麦
三
俵
を
、
松
目
の
御
蔵
で
預
か
っ
て
い
る
。

そ
の
際
の
史
料
上
の
表
現
は
「
（
大
豆
・
蕎
麦
を
）
御
上
納
仕
、
当
御
蔵
二
憧
二
預
り
置
申
候
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
村
の
御
蔵

へ
の
納
入
が
藩
へ
の
上
納
を
意
味
し
、
御
蔵
で
の
貯
蔵
は
藩
へ
の
上
納
物
を
村
が
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
一
札
に
は
、
松
目
の
御
蔵
に
関
し
て
、
一
八
三
五
年
に
藩
の
許
可
を
得
て
白
谷
御
林
か
ら
材
木
を
切
り
出

し
て
二
間
四
方
、
高
さ
九
尺
の
建
物
を
建
て
、
そ
の
後
今
日
ま
で
松
目
の
手
で
修
復
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
敷
地
は
喜
兵
衛
の
名
請
地
で
、

下
山
畑
一
畝
、
高
六
升
の
土
地
で
あ
る
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
立
沢
村
の
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
の
村
定
に
は
、
「
盗
ミ
致
し
候
者
過
怠
之
儀
者
郷
蔵
之
前
二
而
三
日
之
間
村
中
之
者
江
下
座
可
致

事
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
の
「
諸
事
引
渡
帳
」
を
み
る
と
、
文
書
を
「
郷
蔵
」
（
御
蔵
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
）

に
収
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
同
村
で
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
、
村
の
御
蔵
は
二
間
に
三
間
、
六
坪
で
、
敷
地
は

二
五
歩
あ
り
、
御
普
請
・
修
復
は
村
で
や
っ
て
い
る
旨
書
き
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
9
　
年
貢
徴
収
に
み
る
村
と
領
主

　
本
章
で
は
、
年
貢
の
徴
収
方
法
に
焦
点
を
当
て
て
、
村
と
領
主
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
た
い
。

　
ま
ず
、
高
島
藩
の
年
貢
徴
収
法
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
村
に
お
け
る
年
貢
の
徴
収
は
、
「
御
成
箇
徳
帳
」
（
以
下
「
徳
帳
」
と
い

う
）
と
呼
ば
れ
る
帳
簿
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
藩
は
、
徳
帳
の
記
載
方
法
な
ど
を
規
定
し
た
が
、
そ
れ
は
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
に
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初
め
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
申
し
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
に
追
加
の
申
し
渡
し
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
徳

帳
に
は
、
そ
の
村
の
責
任
で
年
貢
を
納
め
る
全
て
の
人
や
集
団
（
伊
勢
講
な
ど
）
の
序
（
人
名
口
座
に
当
た
る
）
が
設
け
ら
れ
る
。
序
に

は
、
「
序
」
の
欄
と
「
入
箇
（
入
ケ
）
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
る
。
序
と
は
、
年
貢
や
、
そ
れ
に
準
じ
て
徳
帳
に
よ
る
強
制
徴
収
を
認
め
ら
れ

た
も
の
が
記
入
さ
れ
る
欄
で
あ
り
、
序
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
年
貢
や
小
物
成
な
ど
の
藩
か
ら
の
賦
課
。
2
村
入

用
の
内
、
藩
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
。
汐
番
代
米
・
山
番
代
米
・
神
事
入
用
・
世
話
役
割
な
ど
。
3
個
人
的
貸
借
・
収
取
関
係
の
内
、
藩

か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
。
田
年
貢
・
畑
年
貢
・
家
年
貢
な
ど
。
序
に
は
、
こ
の
よ
う
な
項
目
が
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
合
計
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
が
、
各
人
が
負
担
す
べ
き
年
貢
そ
の
他
の
総
額
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
入
箇
は
、
既
に
納
入
し
た
も
の
を
記
す
欄
で
、
入
箇
に
記
載
さ
れ
る
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
納
め
る
べ

き
年
貢
・
小
物
成
の
う
ち
、
既
に
納
入
済
み
の
も
の
。
2
藩
か
ら
の
年
貢
免
除
分
。
そ
の
年
限
り
の
免
除
で
あ
る
当
引
、
長
期
に
わ
た
っ

て
免
除
さ
れ
る
永
引
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
際
に
は
免
除
で
あ
る
が
、
形
式
上
は
、
そ
の
分
を
既
に
納
入
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
3
村
役
人
給
な
ど
、
藩
か
ら
支
払
い
ま
た
は
支
給
を
受
け
た
も
の
。
4
汐
番
代
米
・
世
話
役
割
な
ど
、
村
か
ら
支
払
い

ま
た
は
支
給
を
受
け
た
も
の
。
5
田
年
貢
・
畑
年
貢
な
ど
藩
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
の
内
、
実
際
に
受
け
取
っ
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
合
計

が
、
個
人
の
納
入
額
に
な
る
。

　
序
も
入
箇
も
日
付
を
追
っ
て
発
生
の
都
度
記
入
さ
れ
、
序
の
合
計
と
入
箇
（
払
）
の
合
計
が
一
致
す
る
と
徴
収
事
務
が
完
了
す
る
。
序

の
合
計
と
払
の
合
計
と
は
一
致
す
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
る
が
、
常
に
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
納
入
超
過
に
な
る
と
、
超
過
分
を
別
の

帳
簿
に
転
記
し
て
、
徳
帳
の
方
は
決
済
完
了
と
す
る
。
納
入
不
足
の
場
合
は
、
名
主
の
取
り
計
ら
い
で
、
納
入
超
過
の
者
か
ら
超
過
分
の

一
部
を
買
い
入
れ
る
形
で
、
決
済
完
了
と
す
る
。

　
徳
帳
の
序
に
記
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
強
制
徴
収
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
序
に
記
載
で
き
る
項
目
は
藩
に
よ
っ
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て
規
制
さ
れ
、
特
に
一
七
九
一
年
に
は
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
内
証
貸
金
米
元
利
返
渡
（
個
人
的
に
貸
し
た
金

や
米
の
元
利
返
済
）
、
無
尽
（
相
互
に
金
銭
を
融
通
し
合
う
目
的
で
作
ら
れ
た
庶
民
金
融
の
組
織
）
の
掛
金
並
び
に
掛
返
金
、
内
証
払
物

（
私
的
な
支
払
い
）
ま
た
は
普
請
日
雇
．
給
金
等
の
代
米
（
旦
雇
い
賃
や
給
金
な
ど
の
代
わ
り
に
渡
す
米
）
、
材
木
・
干
し
草
・
苅
敷
（
田

に
肥
料
と
し
て
入
れ
る
草
木
の
葉
）
．
麻
．
苧
（
か
ら
む
し
。
衣
料
素
材
と
な
る
植
物
）
・
藁
の
代
、
手
習
い
師
匠
へ
の
遣
米
（
謝
礼
）
、

そ
の
他
内
証
物
の
代
米
、
神
仏
貸
金
米
（
神
社
や
寺
が
村
人
に
貸
し
た
金
や
米
）
な
ど
を
序
に
記
載
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
年
貢
の
完

納
が
最
優
先
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
貸
し
を
し
て
生
活
し
て
い
る
老
幼
・
病
人
等
に
つ
い
て
は
、
貸
金
の
序
へ
の
記
載
が
例
外
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
徳
帳
に
お
け
る
個
人
ご
と
の
決
済
が
終
わ
る
と
、
そ
れ
ら
を
集
計
し
て
村
全
体
で
の
決
済
が
な
さ
れ
、
「
御
成
御
勘
定
帳
」
と
い
う
帳

簿
が
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
徳
帳
と
御
成
御
勘
定
帳
は
藩
に
提
出
さ
れ
て
、
藩
の
改
め
を
受
け
、
問
題
が
な
け
れ
ば
そ
の
年
度
の
年
貢
諸

役
の
納
入
事
務
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
と
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
に
出
さ
れ
た
徳
帳
仕
法
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
点
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

な
お
、
両
者
を
区
別
す
る
た
め
、
一
八
一
三
年
の
仕
法
に
つ
い
て
は
、
記
述
の
末
尾
に
（
天
保
）
と
記
す
。
1
近
年
、
年
貢
米
と
所
務
米

（
私
的
な
契
約
に
よ
っ
て
受
け
取
る
米
）
を
一
緒
に
序
取
り
（
徳
帳
の
序
に
記
載
し
て
強
制
徴
収
す
る
こ
と
）
し
た
り
、
「
内
証
差
引
」

（
私
的
な
契
約
）
を
「
田
畑
預
ケ
米
」
と
い
う
名
目
で
序
取
り
す
る
な
ど
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
未
進
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
現
状
認

識
に
基
づ
き
、
年
貢
米
と
所
務
米
は
は
っ
き
り
分
け
て
所
務
米
は
序
取
り
さ
せ
ず
、
内
証
差
引
を
序
取
り
す
る
こ
と
も
許
さ
な
い
と
し
て

い
る
（
天
保
）
。
2
今
後
徳
帳
に
関
し
て
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
歩
割
（
村
入
用
の
算
用
）
帳
簿
や
田
畑
小
作
留
帳
を
も
藩
に
提
出
さ
せ

て
点
検
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
年
貢
完
納
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
小
作
関
係
を
も
掌
握
・
規
制
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る

（
天
保
）
。
3
前
述
し
た
が
、
納
入
超
過
の
者
は
、
そ
の
超
過
分
を
、
当
人
や
名
主
の
世
話
で
納
入
不
足
の
者
へ
回
す
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
233
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す
な
わ
ち
、
村
内
で
の
融
通
・
貸
借
に
よ
っ
て
、
村
全
体
と
し
て
課
さ
れ
た
年
貢
を
完
納
す
る
と
い
う
村
請
制
の
原
則
は
前
提
と
さ
れ
て
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
の
で
あ
る
。
4
金
子
を
調
達
で
き
な
い
小
百
姓
に
頼
ま
れ
て
、
名
主
が
他
か
ら
借
金
し
て
小
百
姓
の
分
の
年
貢
を
納
め
た
場
合
、
村
　
2

請
年
貢
は
完
済
し
た
こ
と
に
し
て
、
徳
帳
上
の
小
百
姓
の
個
人
口
座
の
方
へ
は
借
金
が
返
済
さ
れ
た
と
き
に
記
帳
す
る
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
点
も
あ
る
が
、
「
御
大
法
相
乱
候
筋
」
に
当
た
る
の

で
、
古
来
の
通
り
四
月
十
日
ま
で
に
返
済
さ
せ
る
よ
う
に
せ
よ
。
こ
の
日
限
ま
で
に
返
済
で
き
な
い
と
き
は
、
「
其
米
潰
二
申
付
」
、
米
代

金
に
利
息
を
加
え
て
月
割
り
で
返
済
さ
せ
よ
。
こ
の
金
子
も
滞
納
し
名
主
に
迷
惑
を
掛
け
た
場
合
に
は
、
藩
に
訴
え
れ
ば
「
売
潰
取
立
」

（
返
済
滞
納
分
の
、
財
産
売
却
な
ど
を
含
め
た
強
制
的
な
取
り
立
て
の
こ
と
か
）
を
命
じ
る
。
5
年
貢
米
納
入
以
前
に
他
へ
米
を
売
る
こ

と
は
、
従
来
通
り
禁
止
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
、
売
買
の
両
当
事
者
と
村
役
人
が
処
罰
さ
れ
る
。
6
所
持
地
の
一
部
を
目
作
し
、
他
を

質
入
れ
し
て
そ
こ
を
自
ら
小
作
し
て
い
る
者
は
、
小
作
米
を
完
済
し
た
上
で
、
自
作
地
の
年
貢
を
納
入
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
小
作
米
は
地

主
に
直
接
納
め
る
の
で
は
な
く
、
御
蔵
へ
納
め
さ
せ
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
質
地
地
主
小
作
関
係
の
展
開
を
前
提
と
し
、
地

主
の
小
作
米
徴
収
を
保
証
し
て
い
る
が
、
徴
収
は
地
主
と
小
作
人
が
相
対
で
行
う
の
で
は
な
く
、
小
作
人
は
年
貢
を
含
め
た
小
作
米
を
村

の
御
蔵
へ
（
す
な
わ
ち
村
役
人
へ
）
納
め
、
村
役
人
が
そ
れ
を
年
貢
米
と
狭
義
の
小
作
米
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
と
地
主
に
渡
す
の

で
あ
る
。
藩
は
、
小
作
米
徴
収
に
村
役
人
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
狭
義
の
小
作
米
が
優
先
さ
れ
て
年
貢
米
が
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と
を

防
ぎ
、
年
貢
米
の
確
実
な
徴
収
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
7
小
作
米
は
序
取
り
さ
せ
な
い
の
が
原
則
だ
が
、
所
持
地
は
人
に
小
作
さ
せ
、

自
分
は
他
の
土
地
を
小
作
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
収
穫
を
所
持
地
の
年
貢
に
充
て
、
小
作
米
を
滞
納
す
る
よ
う
な
不
届
き
者
が
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
小
作
米
の
序
取
り
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
8
今
度
田
畑
小
作
留
帳
の
雛
形
を
渡
す
の
で
、
名
主
は
、
小
作
を
さ

せ
て
い
る
地
主
か
ら
小
作
米
の
額
を
申
告
さ
せ
、
雛
形
通
り
帳
面
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
9
歩
割
の
過
不
足
の
精
算
を

こ
れ
ま
で
徳
帳
で
行
っ
て
き
た
村
は
、
以
後
も
継
続
し
て
よ
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
歩
割
仕
法
に
よ
っ
て
、
歩
割
の
内
容
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を
藩
が
統
制
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
。
1
0
一
七
九
一
年
の
仕
法
で
は
、
年
末
に
結
ば
れ
た
貸
借
関
係
の
内
、
借
り
た
側
が
、

翌
年
三
月
に
貸
し
た
側
の
年
貢
米
を
代
わ
っ
て
支
払
う
約
束
を
し
た
場
合
は
、
序
取
り
を
認
め
る
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
三

一
年
に
は
、
こ
の
規
定
が
近
年
い
い
加
減
に
な
り
、
小
作
米
に
適
当
な
名
目
を
付
け
て
序
取
り
す
る
よ
う
な
不
法
行
為
と
区
別
が
付
か
な

い
の
で
、
以
後
は
禁
止
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
一
三
年
の
仕
法
は
、
一
七
九
一
年
の
仕
法
を
ほ
と
ん
ど
継
承
し
て
い
る

の
だ
が
、
部
分
的
に
は
、
私
的
な
貸
借
関
係
を
年
貢
米
納
入
か
ら
一
層
切
り
離
す
方
向
で
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
n
他

村
へ
の
出
作
地
の
年
貢
米
．
小
作
米
は
、
売
米
・
貸
米
と
は
っ
き
り
区
別
し
た
上
で
、
序
廻
し
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
他
村
へ
出

作
し
て
い
る
者
が
、
出
作
地
の
年
貢
や
村
入
用
を
納
め
た
上
で
、
残
っ
た
米
（
狭
義
の
小
作
米
で
あ
ろ
う
）
を
目
村
へ
廻
す
際
に
は
序
廻

し
し
て
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
所
持
関
係
が
村
を
超
え
て
展
開
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
村
同
士
の
年
貢

米
や
小
作
米
の
決
済
を
徳
帳
上
で
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
部
天
保
）
。
1
2
こ
れ
ま
で
、
名
主
は
、
徳
帳
の
自
分
の
口
座

に
お
い
て
、
自
分
の
所
持
地
の
年
貢
勘
定
な
ど
と
、
村
の
代
表
者
と
し
て
の
名
主
の
職
務
に
関
わ
る
勘
定
の
双
方
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ

れ
が
村
方
騒
動
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
以
後
は
、
所
持
地
の
年
貢
米
な
ど
徳
帳
仕
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
の
み
を
序
取
り
す

る
よ
う
に
命
じ
、
も
っ
と
も
、
従
来
村
の
口
座
を
作
っ
て
、
そ
こ
で
村
関
係
の
勘
定
を
行
っ
て
き
た
村
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
で
よ
い
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
帳
上
で
、
名
主
の
個
人
的
な
勘
定
と
、
村
の
勘
定
と
を
分
離
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
部
天

保
）
。
1
3
田
畑
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
者
が
、
徳
帳
に
架
空
の
名
前
や
子
供
の
名
前
で
口
座
を
作
っ
て
、
所
持
地
の
多
さ
を
巧
妙
に
隠

す
場
合
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
禁
じ
、
当
主
の
名
義
で
一
括
記
載
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
所
持
地
の
多
い
百
姓

に
は
、
藩
か
ら
御
用
金
が
賦
課
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
の
隠
蔽
工
作
で
あ
ろ
う
が
、
藩
で
は
、
こ
れ
を
禁
じ
て
、
徳

帳
に
土
弛
所
持
の
実
態
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
天
保
）
。
1
4
徳
帳
を
「
下
タ
帳
」
（
村
内
限
り
の
帳
簿
）
と
「
清
帳
」
　
3
5

（
清
書
し
て
藩
に
提
出
す
る
帳
簿
）
の
二
種
類
作
り
、
清
帳
の
み
を
藩
に
提
出
し
て
改
め
を
受
け
る
村
も
あ
る
が
、
「
取
持
之
筋
不
分
明
之
　
2
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致
方
」
、
す
な
わ
ち
作
為
的
で
不
透
明
な
や
り
方
な
の
で
、
以
後
は
別
に
清
帳
を
作
ら
ず
、
下
タ
帳
を
そ
の
ま
ま
提
出
し
て
改
め
を
受
け

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
藩
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
清
書
の
可
否
で
は
な
く
、
村
が
、
下
タ
帳
段
階
で
は
従
来
通
り

の
記
載
方
式
を
続
け
な
が
ら
、
清
帳
で
は
そ
れ
を
藩
の
徳
帳
仕
法
に
抵
触
し
な
い
か
た
ち
に
書
き
直
し
て
提
出
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
藩
は
、
二
重
帳
簿
を
禁
止
し
て
、
歩
割
の
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
に
掌
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
天
保
）
。
ち
な
み
に
、

歩
割
に
つ
い
て
も
、
一
八
三
〇
（
文
政
十
三
）
年
三
月
に
、
藩
か
ら
内
割
（
藩
に
内
緒
で
行
う
算
用
の
こ
と
か
）
を
禁
ず
る
旨
が
言
い
渡

さ
れ
て
い
る
。

10

町
と
村
…
－
上
蔦
木
「
町
」
と
周
辺
村
々

236

　
本
章
で
は
、
上
蔦
木
と
周
辺
村
々
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
、
近
世
に
お
け
る
町
と
村
、
都
市
と
農
村
の
問
題
を
考
え
た
い
。
な
お
、

上
蔦
木
は
、
近
世
の
文
書
で
は
、
上
蔦
木
町
・
上
蔦
木
村
・
（
上
）
蔦
木
宿
な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
以
下
の
記
述
で
も
文
書
上
の
表
記

を
意
図
的
に
そ
の
ま
ま
用
い
た
た
め
、
表
記
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
自
身
は
上
蔦
木
町
と
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
富
士
見
町
域
に
は
五
街
道
の
一
つ
甲
州
道
中
が
通
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
蔦
木
宿
と
い
う
宿
場
が
置
か
れ
て
い
た
。
蔦
木
宿
は
、
一
六

一
一
（
慶
長
十
六
）
～
一
二
（
慶
長
十
七
）
年
の
甲
州
道
中
整
備
の
過
程
で
、
人
々
を
他
か
ら
移
住
さ
せ
て
新
た
に
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

一
六
四
八
（
慶
安
元
）
年
、
屋
敷
地
の
年
貢
（
地
子
）
を
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
地
子
免
除
は
伝
馬
役
の
負
担
の
代
償
と
し
て
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
幕
府
が
免
除
す
る
場
合
と
、
藩
が
免
除
す
る
場
合
と
が
あ
っ
た
が
、
蔦
木
宿
の
場
合
は
後
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
町
屋

敷
七
三
軒
分
（
高
二
三
石
八
升
三
合
三
勺
）
の
年
貢
九
石
一
一
斗
三
升
三
合
三
勺
が
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
六
八
四
（
天
和
四
）
年
に
作
成
さ
れ
た
（
一
七
〇
〇
年
に
清
書
）
検
地
目
録
で
は
、
屋
敷
二
町
四
反
六
歩
（
高
二
四
石
二
升
、
年
貢
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率
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
御
蔵
地
一
斗
六
合
七
勺
な
ど
が
年
貢
免
除
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
の
宛
先
は
「
上
蔦
木
町
百
姓
中
」

と
な
っ
て
い
た
。

　
一
八
三
四
（
天
保
五
）
年
の
作
成
と
思
わ
れ
る
「
つ
た
木
宿
か
＼
み
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年
に
は
、

上
蔦
木
町
の
石
高
二
三
九
石
七
斗
六
升
と
、
隣
村
で
の
持
高
一
〇
五
石
を
合
わ
せ
た
三
四
四
石
七
斗
六
升
が
伝
馬
役
を
務
め
る
者
た
ち
の

持
高
で
あ
り
、
そ
の
分
の
諸
役
は
免
除
さ
れ
て
い
た
。
他
村
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
上
蔦
木
の
者
が
所
持
し
て
い
れ
ば
百
姓
役
は
免
除
と

な
る
の
で
あ
り
、
出
作
地
の
あ
る
村
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
で
あ
る
。
一
六
八
五
年
の
時
点
で
、
伝
馬
屋
敷
の
面
積
は
二
町
四
反
二
畝
三

分
（
前
年
の
値
と
若
干
異
な
る
）
、
高
二
四
石
二
升
、
家
数
七
三
軒
で
あ
っ
た
。
内
六
〇
軒
は
伝
馬
役
と
し
て
馬
二
五
匹
・
人
足
二
五
人

を
負
担
し
、
残
る
二
二
軒
は
問
屋
．
年
寄
．
庄
屋
・
馬
指
な
ど
の
役
人
で
伝
馬
役
は
務
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
六
八
九
（
元
禄

二
）
年
に
は
、
蔦
木
町
分
の
高
二
六
三
石
九
斗
七
升
、
近
村
へ
の
出
作
分
六
八
石
七
斗
一
升
四
合
九
勺
、
計
三
三
二
石
六
斗
八
升
四
合
九

勺
が
、
藩
か
ら
諸
役
免
許
（
史
料
に
は
「
地
子
諸
役
免
許
」
と
あ
る
）
と
さ
れ
た
。
一
七
一
三
（
正
徳
三
）
年
に
は
、
家
数
が
一
軒
増
え

て
七
四
軒
と
な
り
、
新
た
に
増
え
た
一
軒
は
地
子
を
免
除
さ
れ
ず
、
年
貢
を
負
担
し
て
い
る
。

　
一
七
四
六
（
延
享
三
）
年
、
蔦
木
町
名
主
・
年
寄
・
問
屋
か
ら
藩
へ
の
書
き
上
げ
に
は
、
名
主
二
名
・
年
寄
三
名
・
問
屋
二
名
、
計
八

名
の
持
高
四
四
石
一
斗
二
合
八
勺
の
う
ち
、
六
石
三
斗
二
升
七
合
が
下
蔦
木
村
へ
の
、
四
石
六
斗
九
升
が
池
之
袋
村
へ
の
出
作
分
で
あ
っ

た
。　

一
七
七
七
（
安
永
六
）
年
に
は
、
家
数
七
五
軒
、
う
ち
二
軒
が
問
屋
、
一
軒
が
本
陣
で
あ
っ
た
。
同
年
正
月
二
十
日
か
ら
翌
日
に
か
け

て
の
火
災
で
六
八
軒
が
焼
失
し
た
が
、
う
ち
問
屋
二
軒
、
本
陣
一
軒
を
除
く
六
五
軒
の
う
ち
、
伝
馬
役
負
担
者
四
三
人
、
伝
馬
役
を
負
担

し
な
い
者
二
二
人
で
あ
り
、
四
四
軒
が
馬
を
持
っ
て
い
た
。
一
八
〇
九
（
文
化
六
）
年
の
蔦
木
宿
絵
図
に
は
、
街
道
に
沿
っ
て
七
八
軒
の

屋
敷
が
描
か
れ
、
内
一
四
軒
が
無
役
地
と
さ
れ
て
い
る
。
無
役
屋
敷
は
、
一
ヵ
所
に
か
た
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
伝
馬
役
屋
敷
の
間
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に
散
在
し
て
い
る
。
一
△
二
　
（
文
政
四
）
年
に
は
、
六
一
軒
が
伝
馬
役
を
勤
め
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
二
一
二
（
文
政
六
）
年
に
は
、
上

蔦
木
町
の
草
高
は
二
六
三
石
一
斗
二
升
四
合
二
勺
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
石
余
が
神
代
村
、
九
石
が
小
六
新
田
さ
一
〇
石
が
乙
事
村
、
四

斗
が
下
蔦
木
村
、
二
四
石
が
烏
帽
子
新
田
、
二
三
石
が
高
森
村
の
村
人
に
所
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
合
計
は
お
よ
そ
七
〇
石
に
も
及
ん
で

い
た
。
ま
た
、
近
隣
の
村
に
設
定
さ
れ
て
い
た
「
御
伝
馬
附
高
」
は
、
当
時
、
下
蔦
木
村
に
一
九
石
余
、
池
之
袋
村
に
二
一
石
余
、
平
岡

村
に
一
石
八
斗
、
神
代
村
に
三
斗
、
計
四
三
石
二
斗
二
升
六
合
三
勺
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昔
は
御
伝
馬
附
高
が
一
〇
五
石
あ
っ
た
が
、
検

地
の
た
び
に
減
少
し
、
当
時
は
四
三
石
余
に
過
ぎ
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
四
三
（
天
保
十
四
）
年
に
は
、
家
数
が
八
七
軒
に
増
え
、
町
並
み
が
宿
の
両
側
に
伸
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
七
一
三
年
以
降

増
え
た
一
三
軒
は
、
い
ず
れ
も
地
子
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い
。
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
に
は
、
蔦
木
宿
の
高
三
四
〇
石
九
斗
一
升
三
合

二
勺
の
う
ち
、
四
三
石
二
斗
二
升
九
合
三
勺
が
、
下
蔦
木
・
池
之
袋
・
神
代
・
平
岡
四
力
村
の
「
加
高
」
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
宿
内

惣
家
数
は
一
〇
五
軒
で
、
「
郷
蔵
」
一
ヵ
所
、
屋
敷
地
七
二
〇
六
坪
が
「
地
子
免
許
」
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
史
料
も
あ
る
。
蔦
木
町
の
者
は
、
昔
狢
森
原
に
も
住
ん
で
い
た
の
で
、
切
掛
沢
か
ら
大
沢
の
間
は
す
べ

て
蔦
木
町
の
町
域
内
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
六
八
四
（
天
和
四
）
年
の
検
地
で
、
草
高
一
九
〇
石
程
あ
っ
た
場
所
が
七
〇
石
程
に
減
っ

て
し
ま
っ
た
（
減
っ
た
分
は
隣
村
の
村
高
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
そ
れ
で
も
、
狢
森
原
に
関
し
て
は
、
下
手
の
方
は
平
岡
村

分
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
両
沢
の
間
は
蔦
木
町
の
町
域
内
と
さ
れ
、
そ
の
証
拠
に
一
六
八
四
年
の
検
地
の
際
、
「
蔦
木
町
狢
森
検
地

野
帳
」
が
蔦
木
町
に
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
検
地
に
お
い
て
、
狢
森
原
は
村
々
が
錯
綜
し
て
（
「
碁
之
う
ち
ま
ぜ
」
）
領
有
す

る
こ
と
に
な
り
、
蔦
木
宿
よ
り
「
越
高
之
畑
」
（
蔦
木
宿
が
あ
ち
こ
ち
に
所
持
し
て
い
る
畑
と
い
う
意
味
か
、
新
た
に
他
村
の
領
分
と
な

っ
た
場
所
に
蔦
木
宿
の
者
が
所
持
し
て
い
る
畑
と
い
う
意
味
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
）
が

「
芝
間
」
ば
か
り
と
な
り
、
伝
馬
高
が
減
っ
て
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
七
七
五
（
安
永
四
）
年
の
検
地
の
際
、
切
掛
沢
か
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ら
大
沢
の
間
の
土
地
は
、
以
前
の
通
り
、
「
近
村
持
分
」
（
近
村
の
領
域
の
土
地
と
い
う
意
味
か
、
ま
た
は
近
村
の
者
が
所
持
す
る
土
地
と

い
う
意
味
か
）
も
と
も
に
、
上
蔦
木
町
の
伝
馬
高
と
し
て
ほ
し
い
旨
を
藩
に
願
っ
た
が
、
小
六
新
田
・
高
森
村
の
反
対
に
あ
っ
て
実
現
せ

ず
、
村
々
の
境
も
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
七
四
一
（
寛
保
元
）
年
三
月
、
乙
事
・
小
六
新
田
・
高
森
の
三
力
村
と
蔦
木
町
と
の
間
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
三
力

村
が
以
前
に
蔦
木
町
か
ら
買
っ
た
田
畑
（
蔦
木
に
あ
る
田
畑
）
に
つ
い
て
は
、
伝
馬
役
は
高
割
で
は
な
い
の
で
、
従
来
伝
馬
役
は
い
っ
さ

い
か
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
三
五
（
享
保
二
〇
）
年
に
蔦
木
か
ら
伝
馬
銭
を
賦
課
さ
れ
た
の
で
、
三
力
村
で
は
承
服
で
き
ず

藩
へ
訴
え
た
。
藩
で
は
、
こ
の
件
は
「
右
願
之
義
ハ
百
姓
地
二
無
シ
之
、
駅
宿
ハ
江
戸
表
迄
御
伝
馬
抜
高
御
書
上
ケ
に
有
之
候
得
ハ
何
分

二
も
罷
成
り
不
申
候
間
、
可
相
勤
」
と
指
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
蔦
木
宿
の
土
地
は
一
般
の
村
の
耕
地
と
は
違
い
、
宿
駅
の
伝
馬
役
を
勤

め
る
た
め
に
そ
の
他
の
諸
役
を
免
除
さ
れ
た
土
地
と
し
て
幕
府
に
も
届
け
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
伝
馬
役
を
負
担
し
な
い
と
い
う
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
旨
を
村
役
人
か
ら
、
蔦
木
宿
に
土
地
を
持
つ
百
姓
た
ち
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
、
土
地
の
購

入
代
金
は
自
分
た
ち
の
損
失
で
い
い
か
ら
、
蔦
木
宿
へ
土
地
を
返
し
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
蔦
木
宿
の
者
の
所
持
地
が
増
え
て
藩
か
ら
宿
へ

の
御
救
い
米
も
不
要
と
な
り
、
藩
の
た
め
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
藩
は
、
翌
年
春
、
土
地
は
買
っ
た
者
が
そ

の
ま
ま
所
持
し
、
伝
馬
銭
の
こ
と
は
藩
役
人
の
方
で
了
解
し
た
の
で
表
だ
っ
て
主
張
す
る
な
と
言
い
渡
し
（
別
の
史
料
で
は
、
藩
が
双
方

で
内
々
に
相
談
す
る
よ
う
命
じ
、
三
力
村
で
は
自
ら
の
意
向
を
蔦
木
町
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
田
畑
は
そ
の
ま
ま
三
力
村
の
者
が
所
持
し
、

伝
馬
銭
は
賦
課
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
）
、
そ
の
後
一
七
四
〇
（
元
文
五
）
年
冬
ま
で
伝
馬
銭
は
一
銭
も
賦
課

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
七
四
一
年
三
月
に
至
り
、
昨
年
分
と
し
て
四
四
貫
九
六
九
文
と
い
う
多
額
の
銭
が
蔦
木
か
ら
三
力
村
の

土
地
所
持
者
に
賦
課
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
同
月
、
三
力
村
で
は
、
伝
馬
銭
は
前
々
通
り
払
う
必
要
は
な
い
と
藩
か
ら
蔦
木
町
に
言
い
渡
し

て
ほ
し
い
、
そ
れ
が
だ
め
な
ら
、
以
前
に
も
願
っ
た
と
お
り
、
代
金
は
丸
損
で
い
い
か
ら
蔦
木
町
へ
田
畑
を
返
し
た
い
と
藩
に
願
っ
て
い
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る
。
ち
な
み
に
、
三
力
村
が
蔦
木
に
所
持
す
る
田
畑
は
代
金
に
し
て
六
二
両
一
分
三
朱
、
課
さ
れ
る
年
貢
は
五
石
一
斗
三
升
余
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
時
も
、
藩
も
了
解
の
上
で
、
伝
馬
銭
を
払
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
七
四
一
（
寛
保
元
）
年
三
月
二
十
五
日
、
机
村
村
役
人
か
ら
藩
へ
の
願
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
机
村
の
者
が
上
蔦

木
町
に
所
持
す
る
土
地
に
、
今
度
新
た
に
「
御
伝
馬
諸
入
用
夫
銭
」
が
高
一
石
に
つ
き
一
貫
八
一
八
文
ず
つ
賦
課
さ
れ
、
困
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
下
山
畑
は
、
年
貢
の
ほ
か
に
「
御
伝
馬
役
入
用
」
を
負
担
し
た
の
で
は
、
収
支
が
引
き
合
わ
な
い
の
で
、
残
ら
ず
上
蔦
木
町

に
返
し
た
い
。
上
蔦
木
町
の
元
の
持
ち
主
が
、
金
を
払
っ
て
土
地
を
引
き
取
る
よ
う
、
藩
か
ら
命
じ
て
ほ
し
い
。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ

一
七
三
五
（
享
保
二
十
）
年
閏
三
月
に
も
、
同
様
の
願
い
が
、
机
村
か
ら
藩
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
一
七
四
九
（
寛
延
二
）
年
二
月
、
ま
た
ま
た
乙
事
村
と
小
六
新
田
の
者
が
上
蔦
木
町
か
ら
買
っ
て
所
持
し
て
い
た
田
畑
に
、
昨
年
分
の

伝
馬
銭
が
上
蔦
木
町
か
ら
賦
課
さ
れ
た
。
地
主
た
ち
は
、
伝
馬
銭
を
賦
課
さ
れ
て
は
田
畑
を
維
持
し
て
い
け
な
い
の
で
、
前
に
も
願
っ
た

通
り
、
代
金
は
こ
ち
ら
の
損
で
い
い
か
ら
田
畑
を
返
し
た
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
時
も
、
乙
事
村
と
小
六
新
田
の
主
張
が
認
め
ら
れ

た
。　

そ
の
後
、
一
七
五
三
（
宝
暦
三
）
年
に
、
乙
事
村
の
者
が
上
蔦
木
宿
の
者
か
ら
買
っ
た
田
畑
へ
こ
れ
か
ら
は
「
御
伝
馬
銭
」
を
賦
課
す

る
と
、
上
蔦
木
宿
か
ら
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
乙
事
村
で
は
、
以
前
に
も
三
回
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
と
同

様
今
回
も
、
田
畑
の
購
入
代
金
は
丸
損
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、
田
畑
は
上
蔦
木
に
返
し
た
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
蔦
木
と

の
間
で
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
訴
訟
と
な
り
、
多
額
の
訴
訟
費
用
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
間
違
い
な
く
出
金
す
る
旨
を
、
五
八
名
の
村
人
が

村
役
人
に
約
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
も
乙
事
村
の
主
張
が
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
上
蔦
木
宿
の
「
御
尋
之
條
々
書
上
帳
」
で
は
、
宿
人

足
の
雇
い
料
の
割
合
方
法
は
、
地
子
免
許
地
の
み
に
賦
課
し
、
高
へ
は
賦
課
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
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次
に
、
一
八
三
三
（
天
保
四
）
年
に
起
こ
っ
た
池
之
袋
村
と
上
蔦
木
町
と
の
争
論
を
み
て
み
よ
う
。
池
之
袋
村
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

主
張
す
る
。
当
村
に
は
、
上
蔦
木
宿
か
ら
の
出
作
地
は
い
っ
さ
い
な
い
が
、
当
村
か
ら
上
蔦
木
宿
に
「
御
伝
馬
高
二
貸
置
申
候
」
土
地
は

あ
る
。
こ
の
御
伝
馬
高
は
二
一
石
八
斗
四
合
八
勺
と
定
め
ら
れ
、
藩
の
出
し
た
文
書
に
も
そ
の
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
地
の
内
、

畑
か
ら
田
へ
の
地
種
変
更
に
よ
っ
て
高
が
増
加
し
て
も
、
そ
の
増
加
分
は
池
之
袋
村
の
村
高
に
編
入
す
る
の
で
、
御
伝
馬
高
と
し
て
上
蔦

木
宿
へ
貸
し
て
い
る
分
の
高
に
変
更
は
な
い
。
こ
の
土
地
に
は
、
藩
か
ら
の
「
草
高
割
」
の
負
担
は
す
べ
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、

昨
年
冬
の
上
蔦
木
川
除
一
件
（
治
水
に
関
す
る
争
い
）
の
入
用
は
、
上
蔦
木
宿
か
ら
い
っ
さ
い
割
り
か
け
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

御
伝
馬
入
用
以
外
は
上
蔦
木
宿
か
ら
賦
課
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
情
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
整

理
し
て
お
こ
う
。
一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年
に
は
、
上
蔦
木
宿
の
宿
高
三
四
四
石
七
斗
六
升
は
、
上
蔦
木
宿
の
土
地
二
三
九
石
七
斗
六
升

だ
け
で
な
く
、
上
蔦
木
宿
の
百
姓
が
他
村
に
出
作
し
て
い
る
土
地
の
高
一
〇
五
石
も
含
め
た
数
値
と
さ
れ
て
い
る
。
上
蔦
木
宿
の
土
地
だ

け
で
は
、
宿
場
を
維
持
す
る
の
に
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
〇
五
石
の
内
二
一
石

余
が
池
之
袋
村
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
池
之
袋
村
の
助
郷
高
は
一
〇
九
石
五
斗
で
あ
り
、
二
一
石
余
の
高
は
助
郷
高
と
は
別

物
で
あ
る
。
こ
の
土
地
は
、
池
之
袋
村
に
あ
り
な
が
ら
上
蔦
木
宿
の
宿
高
に
含
ま
れ
る
と
い
う
、
複
雑
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
池
之
袋

村
の
土
地
だ
が
、
一
面
で
上
蔦
木
宿
の
土
地
と
も
言
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
、
池
之
袋
村
で
は
「
貸
高
」
と
表
現
し
て
い
た
。
こ

の
土
地
は
、
一
六
八
五
年
に
は
上
蔦
木
宿
の
者
が
所
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
所
持
権
の
移
動
に
よ
り
、
一
八
三
三
年
に
は
池
之
袋
村

の
者
も
「
貸
高
」
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
、
「
貸
高
」
の
形
式
性
と
い
う
か
、
名
目
性
が
強
ま
っ
た
と
言
え
る
。

ち
な
み
に
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
九
月
に
池
之
袋
村
で
作
ら
れ
た
「
上
蔦
木
宿
出
作
田
畑
野
帳
書
出
シ
」
と
い
う
上
蔦
木
宿
か
ら
池

之
袋
村
へ
の
出
作
耕
地
を
書
き
上
げ
た
帳
面
に
よ
る
と
、
出
作
耕
地
は
二
石
一
斗
六
升
八
合
四
勺
、
う
ち
伝
馬
高
が
七
石
八
斗
六
升
四

勺
、
役
儀
高
が
三
石
三
斗
八
合
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
伝
馬
高
の
土
地
と
役
儀
高
の
土
地
と
は
村
の
中
で
混
在
し
て
お
り
（
同
じ
字
に
伝
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馬
高
の
土
地
と
役
儀
高
の
土
地
と
が
あ
る
）
、
「
御
借
用
」
と
い
う
藩
か
ら
の
賦
課
は
、
伝
馬
高
の
土
地
に
軽
く
（
負
担
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
）
、
役
儀
高
の
土
地
に
重
く
課
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
伝
馬
高
の
土
地
に
は
藩
か
ら
の
諸
賦
課
の
ほ
か
に
、
上
蔦
木
宿
か
ら
伝
馬

入
用
が
割
り
か
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
。
以
下
、
引
き
続
き
池
之
袋
村
の
主
張
を
聞
こ
う
。

一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
七
月
、
上
蔦
木
宿
の
若
者
と
甲
斐
国
小
淵
沢
村
の
若
者
と
が
喧
嘩
を
し
、
そ
の
際
か
か
っ
た
費
用
が
、
上
蔦
木

宿
か
ら
池
之
袋
村
の
「
貸
高
」
分
に
も
賦
課
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
池
之
袋
村
側
の
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
小
前
一
統
（
一
般
農
民

全
員
）
は
、
今
回
の
経
費
を
払
え
ば
、
以
後
ど
の
よ
う
な
費
用
を
賦
課
さ
れ
て
も
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
さ
ら
に
近
年
草
高
割
の
負
担
が

増
加
し
て
い
る
中
で
「
御
伝
馬
高
」
へ
こ
の
よ
う
な
経
費
が
賦
課
さ
れ
て
は
、
藩
か
ら
の
賦
課
と
合
わ
せ
て
二
重
の
負
担
と
な
り
困
る
と

反
対
し
た
。
そ
こ
で
、
池
之
袋
村
の
村
役
人
た
ち
が
上
蔦
木
宿
に
不
承
知
の
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
上
蔦
木
宿
の
役
人
は
、
宿
の
諸
経
費

が
多
額
な
の
で
、
や
む
を
得
な
い
分
だ
け
藩
の
改
め
を
受
け
た
上
で
賦
課
し
て
い
る
の
だ
と
答
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
池
之
袋
村
側
が
、

以
前
に
も
今
回
と
同
様
の
性
格
の
経
費
を
割
り
か
け
た
こ
と
が
あ
る
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
性
格
の
経
費
を
割
り
か
け
た
例
は
な
い
が
、

甲
州
道
中
関
係
の
諸
経
費
は
負
担
し
て
も
ら
う
の
が
前
例
で
、
先
年
「
山
口
御
番
所
一
件
入
用
等
」
（
山
口
番
所
と
は
、
甲
斐
国
と
の
国

境
に
あ
る
番
所
で
あ
る
）
を
割
り
か
け
た
こ
と
も
あ
る
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
村
役
人
た
ち
が
池
之
袋
村
に
帰
っ
て
村
人
た
ち

と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
費
用
は
、
「
山
口
御
番
所
一
件
入
用
」
な
ど
と
は
全
然
性
格
の
違
う
、
甲
州
道
中
と
は
無
関
係
の
費
目
だ

か
ら
払
う
必
要
は
な
い
と
の
意
見
が
強
か
っ
た
の
で
、
一
八
三
三
年
正
月
に
池
之
袋
村
名
主
二
名
・
年
寄
四
名
．
地
持
惣
代
二
名
が
藩
の

判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
一
件
の
結
末
は
不
明
で
あ
る
。

　
一
八
二
九
（
文
政
十
二
）
年
七
月
二
十
九
日
、
上
蔦
木
村
年
寄
次
郎
兵
衛
か
ら
藩
へ
の
願
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
上
蔦
木
は
宿

駅
で
、
従
来
上
蔦
木
宿
と
呼
称
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
訴
訟
で
は
、
訴
訟
方
が
上
蔦
木
村
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

藩
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
訴
訟
中
は
上
蔦
木
村
と
い
う
こ
と
で
取
り
扱
い
、
以
後
の
こ
と
は
改
め
て
沙
汰
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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そ
の
後
訴
訟
が
決
着
し
済
口
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
訴
訟
は
往
還
筋
（
街
道
筋
）
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
り
、
ま
た

以
前
の
済
口
証
文
に
も
上
蔦
木
宿
と
記
載
し
た
前
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
も
済
口
証
文
に
は
上
蔦
木
宿
と
記
載
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
、

こ
の
時
点
で
、
上
蔦
木
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
村
な
の
か
宿
な
の
か
（
あ
る
い
は
町
な
の
か
）
は
っ
き
り
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

上
蔦
木
の
側
で
は
近
隣
村
々
と
の
差
異
を
強
調
で
き
る
宿
の
呼
称
を
望
み
、
反
対
に
近
隣
の
村
で
は
上
蔦
木
を
目
分
た
ち
と
同
列
の
村
と

し
て
扱
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
。

近世村落にっいての覚書
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